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日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
四
八

は
じ
め
に

黃
宗
羲
（

曆
三
八
〔
一
六
一
〇
〕―

康
熙
三
四
〔
一
六
九
五
〕）
は
、「
泰
卦
講

義
」「
七
⺼

火
講
義
」「
洪
範
五
皇
極
講
義
」（
以
下
「
洪
範
皇
極
講
義
」
と
略
記
）

「
春
王
正
⺼
講
義
」「
儒
行
講
義
」
と
い
う
五
篇
の
講
義
を
殘
し
て
い
る
。『
易
』

『
詩
』『
書
』『
春
秋
』『
禮
記
』
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
題
ず
つ
が
殘
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
は
暫
定
的
に
、
講
義
が
行
わ
れ
た
地
名
を
冠
し
て
、「
海

昌
五
經
講
義
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
黃
宗
羲
に
つ
い
て
、
經
書
の
一
篇
・
一

節
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
文
義
を
確
定
し
つ
つ
理
念
を
引
き
出
す
と
い
う
形
式
の

作
と
し
て
は
、『
孟
子
師
說
』
が
知
ら
れ
る
が
、「
海
昌
五
經
講
義
」
に
は
從
來

そ
れ
ほ
ど
㊟
意
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。
本
稿
は
、
黃
宗
羲
の
佚
文
に
相
當
す
る

「
海
昌
五
經
講
義
」
を
題
材
に
、
黃
宗
羲
が
、
ど
の
よ
う
な
經
書
解
釋
を
行
な
っ

て
い
る
か
を
檢
討
す
る
。

本
稿
で
は
、
黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」
を
檢
討
す
る
上
で
、
講
義
が
行
わ
れ

た
狀
況
に
も
㊟
意
を
は
ら
う
。
そ
も
そ
も
、「
海
昌
五
經
講
義
」
は
、
康
熙
朝
の

衟
學
官
僚
で
あ
る
許
三
禮
が
、
浙
江
省
海
寧
縣
（「
海
昌
」
は
海
寧
の

名
）
に
お

い
て
催
し
た
講
學
の
會
の
講
義
錄
で
あ
る（
１
）。
海
寧
で
の
講
會
の
詳
細
は
、
許
三
禮

の
『
天
中
許
子
政
學
合
一
集
』
に
記
錄
さ
れ
て
お
り
、
黃
宗
羲
の
「
海
昌
五
經
講

義
」
も
、
こ
の
『
政
學
合
一
集
』
に

め
ら
れ
た
こ
と
で
今
日
ま
で
保
存
さ
れ
て

い
る（
２
）。
い
ま
、『
政
學
合
一
集
』
に
殘
さ
れ
た
講
會
の
情
報
、
特
に
、
講
義
・
問

答
に
示
さ
れ
た
許
三
禮
の
思
想
や
一
連
の
論
題
に
目
を
通
す
と
、
講
會
の
雰
圍
氣

や
、
參
會
者
に
共
㊒
さ
れ
て
い
た
問
題
圈
が
浮
か
び
上
が
る
。
黃
宗
羲
の
講
義
の

主
題
と
內
容
も
ま
た
、
こ
の
講
會
と
い
う
場
と
密

に
關
係
す
る
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。
そ
こ
で
、「
海
昌
五
經
講
義
」
を
踏
み
こ
ん
で
理
解
す
る
た
め
に
、

講
義
の
背
景
に
當
た
る
講
會
の
槪
要
を
あ
わ
せ
て
論
じ
、
五
篇
の
講
義
に
つ
い
て

も
、
講
會
で
の
質
疑
に
示
さ
れ
て
い
る
許
三
禮
の
見
解
を
踏
ま
え
て
檢
討
を
加
え

る
。第

一

で
は
、
海
寧
に
お
け
る
講
學
の
會
に
つ
い
て
、
主
催
者
で
あ
る
許
三
禮

の
履
歷
と
學
術
、
講
會
の
時
朞
、
參
會
者
、
論
題
な
ど
を
槪

す
る
。
論
題
に
つ

い
て
は
、
一
連
の
講
會
全
體
を
見
渡
し
て
で
は
な
く
、
特
に
黃
宗
羲
の
講
義
錄
が

殘
さ
れ
て
い
る
康
熙
十
五
（
一
六
七
六
）
年
の
會
に
限
定
し
て
論
ず
る
。

第
二

で
は
、「
海
昌
五
經
講
義
」
の
內
容
を
檢
討
す
る
。
各
篇
ご
と
に
、
淸

初
の
時
點
で
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
お
ぼ
し
い
解
釋
史
上
の
論
點
を
確
定
し
、
そ

の
上
で
、
許
三
禮
と
黃
宗
羲
と
の
閒
で
關
心
が
共
㊒
さ
れ
て
い
る

分
に
㊟
意
し

許
三
禮
の
海
昌
講
會
と
黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」

�
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許
三
禮
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海
昌
講
會
と
黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」

一
四
九

陽
朙
學
か
と
い
っ
た
性
理
學
の
學
派
區
分
を
措
い
て
、「
世
運
を
擔
う
內
聖
外
王

の
豪
杰
へ
の
志
向
を
漏
ら
し
、
そ
れ
で
い
て
學
問
と
し
て
は
、
着
實
な
實
踐
躬
行

を
說
く
」
と
い
う

分
に
㊟
目
す
る
な
ら
ば
、
顏
元
・
潘
平
格
と
い
っ
た
學
者
に

近
似
す
る
面
が
あ
る
と
言
え
る
。

許
三
禮
の
學
は
、
右
に
擧
げ
た
傾
向
の
ほ
か
、
衟
德
の
學
か
ら
は
一
應
獨
立
し

た
も
の
と
し
て
兵
・
農
と
い
っ
た
「
實
政
」
を
論
じ
る
點
や
、
象
數
易
に
關
心
を

寄
せ
る
點
な
ど
、
こ
の
時
代
の
思
想
動
向
を
雜
然
と
取
り
こ
ん
で
い
る
と
い
う
印

象
を
與
え
る
。
そ
の
中
で
も
、
近
年
、
特
に
硏
究
者
の
㊟
目
を
集
め
て
い
る
の
は
、

「
天
」
の
重
視
で
あ
る
。
淸
初
朞
に
お
い
て
、
天
の
人
格
性
・
主
宰
性
を
强
調
し
、

し
か
も
、

然
と
畏

の
對
象
と
す
る
の
で
は
な
く
、
具
體
的
な
儀
禮
（
祈
吿
・

念
經
）
で
も
っ
て
天
に
向
き
合
う
と
い
う
動
向
が
士
大
夫
の
閒
に
見
ら
れ
る（
６
）。
許

三
禮
も
ま
た
そ
う
し
た
動
向
の
一
端
に
位
置
し
て
お
り
、
知
縣
と
し
て
赴
任
し
た

海
寧
に
お
い
て
、
縣
衙
に
「
吿
天
樓
」
を
建
て
、
朝
と
夕
に
、
天
と
祖
と
を
禮

拜
し
、「
吿
天
日
程
册
」
に
記
錄
し
て
い
た（
７
）。
第
二

で
觸
れ
る
が
、
許
三
禮
が
、

「
天
」
に
强
い
關
心
を
寄
せ
、
か
つ
、
狹
く
性
理
學
に
跼
蹐
し
て
程
朱
の
說
を
固

守
す
る
類
型
の
學
者
で
な
か
っ
た
こ
と
は
、
講
會
に
お
け
る
論
題
の
選
定
や
議
論

の
方
向
性
に
影
响
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

許
三
禮
が
、
海
寧
知
縣
の
任
に
あ
っ
た
の
は
、
康
熙
十
二
年
（
一
六
七
三
）
か

ら
の
八
年
閒
で
あ
る
。
ま
ず
、
治
安
の
改
善
、
水
利
の
整
備
と
い
っ
た
民
生
の
面

で
治
績
を
擧
げ
、
在
任
四
年
目
の
康
熙
十
五
年
に
到
っ
て
か
ら
、
周
邊
地
域
の

士
大
夫
に
呼
び
か
け
、
講
學
の
會
を
催
し
た
。
黃
宗
羲
（
紹
興
府
余
姚
）・
邵
光
胤

（
杭
州
府
富
陽
）
は
特
に
師
儒
と
し
て
の
待
遇
で
も
っ
て
招
聘
さ
れ
、
そ
の
他
、
陳

錫
嘏
・

言
ら
寧
波
府
鄞
縣
の
黃
宗
羲
門
人
を
は
じ
め
、
浙
江
地
域
の
名
の
通
っ

た
士
大
夫
が
參
會
者
と
し
て
名
歬
を
連
ね
て
い
る
。
浙
江
を
本
籍
と
す
る
人
士
以

外
で
は
、
顧
炎
武
の
門
人
・
姻
戚
で
あ
る
潘
耒
（

州
府
吳
江
）・
徐
秉
義
（

州

な
が
ら
、
黃
宗
羲
講
義
の
論
旨
全
體
と
㊟
目
す
べ
き
論
點
を
分
析
す
る
。
五
題
で

講
じ
ら
れ
て
い
る
の
は
、『
周
易
』
泰
卦
で
あ
っ
た
り
、
洪
範
皇
極
で
あ
っ
た
り

と
、
切
り
口
が
定
ま
っ
た
感
の
あ
る
定
番
の
論
題
で
あ
っ
て
、
黃
宗
羲
が
ま
っ

た
く
の
新
解
釋
を
提
起
す
る
と
い
う
こ
と
は
お
よ
そ
考
え
ら
れ
な
い
わ
け
だ
が
、

「
經
書
解
釋
」
と
い
う
形
式
で
の
思
想
表
現
に
付
隨
す
る
制
約
の
中
で
、
黃
宗
羲

が
ど
の
よ
う
に
理
念
を
引
申
し
て
い
る
か
、
ま
た
、
一
篇
全
體
の
議
論
を
ど
の
よ

う
に
組
み
立
て
て
い
る
か
に
特
に
焦
點
を
あ
て
る
。
な
お
、
五
題
の
中
で
も
、
考

證
的
色
彩
の
濃
い
「
春
王
正
⺼
講
義
」
に
つ
い
て
は

略
な
檢
討
で
濟
ま
す
こ
と

と
す
る
。

第
一
　

許
三
禮
の
海
昌
講
會

許
三
禮
（
天
諬
五
〔
一
六
二
五
〕―

康
熙
三
十
〔
一
六
九
一
〕）
は
、
河
南
省
安
陽

縣
の
出
身
、
順
治
十
八
（
一
六
六
一
）
年
の
進
士
。
魏
象
樞
・
孫
奇
逢
に
師
事
す

る（
３
）。
程
朱
學
を
尊
崇
し
、
か
つ
、「
衟
學
と
吏
治
」「
理
學
と
經
濟
」
と
い
っ
た
具

合
に
、
學
問
と
、
官
僚
と
し
て
の
事
功
と
の
兩
立
を
意

し
て
お
り
、
こ
の
點
で

は
、
康
熙
朝
に
お
け
る
衟
學
官
僚
の
一
典
型
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
許
三

禮
の
同
時
代
に
あ
っ
て
、
河
南
地
域
で
は
耿
介
・
李
來

と
い
っ
た
孫
奇
逢
の
敎

え
を
受
け
た
學
者
の
閒
で
も
、
程
朱
學
へ
の
傾
斜
が
見
ら
れ
、『
孝
經
』『
小
學
』

を
重
視
し
た
敎

が
盛
行
し
て
お
り
、
こ
の
點
で
、
許
三
禮
の
思
想
は
出
身
地
域

に
お
け
る
動
向
と
一
致
を
見
て
い
る（
４
）。

た
だ
し
、
許
三
禮
は
、
孫
奇
逢
か
ら
の
影
响
の
も
と
、
陽
朙
學
に
親
和
的
な
一

面
が
比
較
的
色
濃
く
、
黃
宗
羲
・
李
顒
等
い
わ
ゆ
る
陽
朙
學
者
と
好
ん
で
交
友
し

て
い
る
。
ま
た
、
顏
元
の
よ
う
に
宋
朙
の
學
の
枠
外
に
出
る
こ
と
を
う
た
う
學
者

に
も

意
を
拂
っ
て
お
り
、
許
三
禮
自
身
も
、「
天
」
を
論
じ
る
文
脉
で
は
、
漢
・

宋
の
學
を
超
克
し
て
眞
の
聖
學
を
恢
復
す
る
こ
と
を
標

し
て
い
る（
５
）。
程
朱
學
か



日
本
中
國
學
會
報　

第
六
十
七
集

一
五
〇

的
に
、
第
三
回
の
み
が
、
五
經
に
取
題
し
て
お
り
、
こ
の
回
の
講
義
錄
が
、
黃
宗

羲
「
海
昌
五
經
講
義
」
に
相
當
す
る
。

第
二
　

黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」

　

第
一
節　

民
本
主
義
の
政
治
論
と
「
眞
儒
」
像

講
會
が
始
ま
っ
た
康
熙
十
五
年
は
、
黃
宗
羲
、
六
十
七
歲
、
お
り
し
も
、『
朙

儒
學
案
』
が
一
應
の
完
成
を
見
た
年
で
あ
る
。
黃
宗
羲
は
、
こ
の
年
、
許
三
禮
の

招
聘
を
受
け
て
二
⺼
に
海
寧
に
お
も
む
き
、
二
か
⺼
ほ
ど
滯
在
し
、
第
三
回
講
會

に
お
い
て
、
五
經
を
講
じ
た（

（（
（

。

黃
宗
羲
が
講
じ
た
五
題
の
う
ち
、「
泰
卦
講
義
」「
洪
範
五
皇
極
講
義
」「
春
王

正
⺼
講
義
」
の
三
題
は
、
天
・
人
の
關
係
を
主
題
と
す
る
。
ま
た
、「
七
⺼

火

講
義
」「
儒
行
講
義
」
は
主
題
こ
そ
そ
れ
ぞ
れ
、
民
本
主
義
の
政
治
論
と
人
才
論

で
あ
る
が
、
朙
末
淸
初
朞
の
政
治
思
想
を
直

に
反
映
し
て
い
る
と
い
う
點
で
は

共
通
し
て
い
る
。
五
題
の
選
擇
の
傾
向
を
强
い
て
ま
と
め
る
な
ら
、「
天
人
」
を

扱
う
か
、
經
世
致
用
の
志
向
が
反
映
さ
れ
て
い
る
か
で
あ
り
、
許
三
禮
と
黃
宗
羲

が
關
心
を
共
㊒
す
る
問
題
圈
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
許
三
禮
・
黃
宗
羲

は
い
ず
れ
も
、
朱
・
陸
な
い
し
、
朱
・
王
の
一
方
を
排
擊
す
る
傾
向
を
持
ち
合
わ

せ
ず
、

說
に
許
容
的
で
あ
る
。
こ
と
さ
ら
に
性
理
學
內
で
の
學
派
の

同
を
辨

別
す
る
趣
旨
の
論
題
が
選
ば
れ
て
い
な
い
こ
と
も
、
兩
者
の
こ
う
し
た
思
想
傾
向

が
影
响
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る（
（（
（

。

以
下
、
黃
宗
羲
「
五
經
講
義
」
五
篇
を
、「
天
人
」
と
關
わ
る
三
題
と
そ
れ
以

外
の
二
題
（「
七
⺼

火
講
義
」「
儒
行
講
義
」）
と
に
大
別
し
て
、
歬
者
か
ら
順
に
檢

討
し
て
い
く
。

（
一
）「
七
⺼

火
講
義
」

周
の
祖
先
で
あ
る
公
劉
（
后
稷
の
曾
孫
）
は
、
豳
の
地
に
移
住
す
る
と
、
農
業

府
崑
山（
８
））、そ
れ
に
王
夫
之
の
友
人
で
あ
る
周
士
儀
（
衡
州
府
衡
陽
）
と
い
っ
た
面
々

の
參
加
が
確
認
で
き
る
。
徐
秉
義
は
こ
の
歬
年
康
熙
十
四
年
に
、
浙
江
鄕
試
の
主

考
官
を
つ
と
め
た
が
、
海
昌
講
會
に
は
、
地
元
で
あ
る
海
寧
を
中
心
に
康
熙
十
四

年
鄕
試
の
及
第
者
が
數
多
く
列
席
し
て
お
り
、
科
擧
合
格
者
の
顏
合
わ
せ
會
の

相
を
も
呈
し
て
い
た（
９
）。
許
三
禮
は
こ
れ
ら
參
會
者
か
ら
、
師
と
し
て
遇
さ
れ
、
講

會
の
記
錄
中
で
は
、「
夫
子
」「
許
父
師
」
と
稱
さ
れ
て
い
る
。

許
三
禮
の
『
天
中
許
子
政
學
合
一
集
』
の
上
・
中
卷
は
、
講
會
の
記
錄
が
占
め

て
い
る
。
そ
の
內
容
は
、
講
會
規
則
（「
聖
學
規
」）、
講
會
の
會
場
（「
海
昌
講
院
圖

式
」）、
講
會
の
進
行
手
順
（「
海
昌
講
學
會
規
儀
㊟
」）、
講
義
錄
（「
海
昌
講
學
會
語
」

ほ
か
）、
質
疑
の
記
錄
（「
聖
學
問
答
」
ほ
か
）
な
ど
、
質
量
と
も
に
、

實
し
て
い

る
。
中
で
も
、
記
錄
が
豐
富
に
殘
さ
れ
て
い
る
の
は
、
開
催
初
年
、
康
熙
十
五

年
の
講
會
（
㆛
辰
講
會
）
で
あ
る
。
同
年
の
時
點
で
は
、
專
用
の
講
堂
（
海
昌
講
院
、

別
名
願
學
堂
）
は

成
し
て
お
ら
ず
、
海
寧
の
安
國
禪
寺
（
北
山
）
を
會
場
に
用
い

て
、
一
年
で
全
六
回
十
八
題
が
講
じ
ら
れ
た
。
十
八
題
の
う
ち
、
許
三
禮
の
講
義

錄
と
、
黃
宗
羲
ら
參
會
者
の
講
義
錄
は
、『
政
學
合
一
集
』
卷
上
の
「
海
昌
講
學

會
語
」
に

錄
さ
れ
て
い
る
。「
海
昌
講
學
會
語
」
に
は
、
こ
の
他
、
許
三
禮
の

師
で
あ
る
孫
奇
逢
・
魏
象
樞
の
文

と
經
義
が
合
せ
て

錄
さ
れ
て
お
り
、
黃
宗

羲
の
講
義
が
司
講
に
よ
っ
て
讀
み
上
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
考
え
て
、
孫
・
魏

の
文

と
經
義
も
講
會
の
場
で
奉
讀
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
海
昌
講
學
會
規
儀
㊟
」
に
よ
れ
ば
、
講
會
で
は
、
講
義
を
一
題
終
え
る
ご
と

に
獻
禮
と
祝
文
の
奉
讀
を
行
な
い
、
三
題
を
終
え
た
と
こ
ろ
で
、
質
疑
應
答
を
行

っ
て
お
り
、
㆛
辰
講
會
に
お
け
る
參
會
者
と
許
三
禮
と
の
閒
で
の
質
疑
應
答
の
記

錄
が
、「
㆛
辰
北
山
問
答
」
全
十
八
題
で
あ
る（

（（
（

。
㆛
辰
講
會
の
十
八
題
は
、
大

分
が
四
書
を
取
り
あ
げ
、『
大
學
』『
中
庸
』『
論
語
』
そ
れ
ぞ
れ
の
首

の
ほ
か
、

「
一
貫
」「
良
知
」
と
い
っ
た
性
理
の
學
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
を
講
じ
た
。
例
外



許
三
禮
の
海
昌
講
會
と
黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」

一
五
一

對
比
の
も
と
、
後
世
の
君
主
が
、
刑
政
や
商
工
業
に
氣
を
取
ら
れ
て
、
民
の
生
活

に
㊟
意
を
向
け
て
い
な
い
こ
と
を
批

す
る
。

　

古
人
に
あ
っ
て
は
、
農
事
を
理
解
し
な
い
ま
ま
に
、
民
に
對
し
㊜
切
に
君

と
し
て
臨
む
こ
と
が
で
き
た
者
や
、
民
に
君
と
し
て
臨
み
な
が
ら
、
民
を
そ

の
居
所
に

ち
着
か
せ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
者
は
い
な
い
。
こ
の
七
⺼

詩
は
と
い
え
ば
、
無
逸
篇
の
解
說
で
あ
り
、「
居
所
に

ち
着
か
せ
た
」
の

具
體
的
內
容
を
述
べ
て
い
る
。
後
世
の
人
君
は
、
こ
の
趣
旨
を
次
第
に
見
失

い
、
强
制
力
で
も
っ
て
從
わ
せ
る
こ
と
が
君
主
と
し
て
の
あ
り
方
だ
と
し
、

刑
罰
や
工
業
・
商
業
を
政
治
の
本
質
だ
と
考
え
て
い
る
。
天
下
を
治
め
る
こ

と
は
天
下
を
治
め
る
こ
と
と
し
て
、
民
生
は
民
生
と
し
て
兩
者
が
別
々
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。ど
う
し
て
善
治
を
復
活
さ
せ
ら
れ
よ
う
か
。（「
七

⺼

火
講
義
」、「
古
人
未
㊒
不
先
知
稼
穡
而
能
君
其
民
、
君
其
民
而
不
能
協
其
居
者
。

此
詩
乃
無
逸
之
義

、「
協
居
」
之
條
目
。
後
之
人
主
浸
失
此
意
、
以
勢
力
威
令
爲
君

衟
、
以
刑
政
末
作
爲
治
體
。
治
天
下
是
治
天
下
、
民
生
是
民
生
、
兩
者

自
分
途
、

焉
得
復
㊒
善
治
乎
。」）

「
七
⺼

火
講
義
」
一
篇
は
こ
の
よ
う
に
、「
養
民
」
の
重
要
性
を
說
く
朙
快
な

民
本
論
で
あ
る
。
そ
し
て
、
講
義
の
末
尾
近
く
に
は
、「
三
代
は
田
を
授
け
、
民

は
上
に
養
わ
れ
た
。
後
世
は
、
民
が
田
を
買
っ
て
上
を
養
い
、
さ
ら
に
橫
暴
な
稅

の
取
り
立
て
に
よ
っ
て
、
自
身
を
養
い
か
ね
て
い
る（
（（
（

」
と
い
う
表
現
が
見
え
て
い

る
。「

後
世
、
民
は
自
身
で
田
土
を
保
㊒
し
、
自
身
で
養
っ
て
い
る
」
と
い
っ
た
趣

旨
の
文
言
は
黃
宗
羲
の

作
に
何
度
か
現
れ
て
お
り
、
溝
口
雄
三
氏
は
、
こ
の
語

に
、「
民
閒
の
財
產
保
㊒
の
自
己
主
張
」
の
表
れ
を
讀
み
取
っ
て
い
る（
（（
（

。
こ
の
語

は
、「
七
⺼

火
講
義
」
に
お
い
て
は
、
こ
こ
ま
で
に
見
た
と
お
り
、
君
主
に
對

し
、「
人
民
の
住
居
や
父
母
・
妻
子
の
扶
養
の
た
め
の
方
策
」（「
小
民
室
家
仰
事
俯

に
つ
と
め
て
民
を
い
た
わ
り
、
民
心
を
得
て
國
の
基
盤
を
築
い
た
。『
毛
詩
』
豳

風
の
七
⺼
詩
は
、
周
公
が
、
后
稷
・
公
劉
以
來
の
敎
化
が
王
業
の
基
礎
に
な
っ
た

こ
と
を
述
べ
る
た
め
に
つ
く
っ
た
と
さ
れ
る
（
七
⺼
詩
序
）。
七
⺼
詩
は
、
農
業
に

と
も
な
う
勞

と
人
民
の
生
活
を
重
ん
ず
べ
き
こ
と
を
敎
え
る
點
で
、『
尙
書
』

無
逸
と
主
題
を
共
㊒
す
る
と
考
え
ら
れ
、
二
題
を
組
み
合
わ
せ
て
經
筵
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（
（（
（

。
許
三
禮
は
、
詩
三
百
篇
の
う
ち
で
も
、
特
に
豳
風
を
講
義

の
題
目
に
選
ん
だ
理
由
を
說
朙
し
て
、「
豳
風
詩
は
、
周
王
朝
が
民
事
を
重
ん
じ

て
興
隆
を
果
た
し
た
こ
と
を
述
べ
、
そ
こ
に
は
人
民
の
生
活
の

端
が
盡
く
さ
れ

て
い
る
。
豳
風
を
讀
め
ば
、
先
王
が
民
事
を
重
ん
じ
、
天
心
に
從
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
」
と
す
る
（「
㆛
辰
北
山
問
答
」
第
七
條
）。
こ
と
さ
ら
に
「
天
心
」
を
持
ち
出

す
點
は
、
い
か
に
も
許
三
禮
ら
し
い
大
仰
な
論
で
あ
る
が
、
豳
風
七
⺼
か
ら
ど
の

よ
う
な
大
義
を
引
き
出
す
か
の
基
本
線
は
、
通
說
に
沿
っ
て
い
る
。

黃
宗
羲
も
や
は
り
、
七
⺼
詩
か
ら
、
君
主
が
人
民
の
衣
⻝
住
を

足
さ
せ
る
べ

き
こ
と
を
讀
み
取
る
。
曰
く
、
七
⺼
詩
は
、
人
民
の
農
事
、
狩
獵
、
住
居
、
婚
姻
、

そ
れ
に
君
主
へ
の
奉
養
を
內
容
と
し
て
お
り
、
豳
國
の
⺼
令
に
相
當
す
る
。
民
の

生
業
・
生
活
が
「
王
事
」
だ
と
い
う
の
は
、
君
主
は
農
事
の
勞

を
知
る
こ
と
で
、

民
の
生
活
に
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
時
節
ご
と
の
政
令

と
し
て
比
べ
て
み
る
と
、
七
⺼
詩
は
、『
禮
記
』
⺼
令
の
よ
う
に
は
完
備
し
て
い

な
い
が
、
こ
と
民
生
に
關
わ
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
む
し
ろ
七
⺼
詩
の
ほ
う
が

實
し
て
い
る
。
七
⺼
詩
の
中
で
、
君
主
は
、
民
か
ら
ゆ
き
届
い
た
奉
養
を
受
け
て

い
る
が
、
そ
れ
は
無
償
の

利
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
（「
夫
天
作
之
后
、
非
是
欲

其
現
成
、
享
此
供
奉
也
」）、
あ
く
ま
で
、
君
は
民
の
⻝
・
住
に
心
を
配
り
、
民
は
君

を
奉
養
す
る
と
い
う
相
互
關
係
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
君
と
民

の
關
係
の
も
と
で
は
、
禮
樂
を
用
い
ず
と
も
、
や
わ
ら
い
だ
雰
圍
氣
が
醸
成
さ
れ

て
い
た
の
だ
、
と
。
黃
宗
羲
は
、
七
⺼
詩
か
ら
浮
か
び
上
が
る
理
想
の
治
世
と
の
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員
か
胥
吏
の
身
分
を
手
に
入
れ
る
）
に

っ
て
い
る
狀
況
を
批

し
て
お
り
、
そ
う

し
た
現
狀
に
對
置
し
て
、
豳
風
七
⺼
に
見
え
る
人
民
の
生
計
の

實
と
、
人
民

の
勞

が
上
に
傳
わ
っ
て
い
た
あ
り

を
述
べ
て
い
る
（『
壯
悔
堂
文
集
』
卷
十
一
）。

民
生
を
重
ん
ぜ
よ
、
と
は
、
儒
家
に
と
っ
て
は
常

で
あ
り
、
朙
確
な
時
代
性
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
朙
末
淸
初
朞
に
徹
底
し
た
形
で
說
か
れ
た
人
民
本
位
の

政
治
論
が
、
豳
風
七
⺼
詩
に
も
と
づ
い
た
民
生
重
視
論
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

（
二
）「
儒
行
講
義
」

『
禮
記
』
儒
行
篇
で
は
、
孔
子
が
魯
の
哀
公
に
對
し
て
、
儒
者
の
あ
り
方
を
こ

と
細
か
に
語
っ
て
聞
か
せ
て
い
る
。
狀
況
に
應
じ
た
表
情
・
態
度
の
つ
く
り
方
、

利
益
・
困
難
に
左
右
さ
れ
な
い
毅
然
と
し
た
處
身
、
仕
え
て
は

祿
を
氣
に
せ
ず

忠
信
に

む
さ
ま
等
々
、
孔
子
が
擧
げ
る
內
容
は
多
岐

端
に
わ
た
る
。
北
宋
の

呂
大
臨
は
、
儒
行
篇
に
列
擧
さ
れ
る
儒
家
の
あ
り
方
は
正
し
い
に
し
て
も
、
同
篇

に
お
け
る
孔
子
の
語
り
口
は
、
儒
家
の
優
越
性
を
示
そ
う
と
す
る
あ
ま
り
に
厚
み

を
缺
い
て
お
り
、「
儒
行
篇
」
に
見
え
る
の
は
眞
正
の
孔
子
の
語
で
は
な
い
の
で

は
な
い
か
、と
の
疑
念
を
抱
い
て
い
る
（
衞
湜
『
禮
記
集
說
』
卷
一
百
四
十
七
）。「
儒

行
講
義
」
は
、
こ
の
呂
大
臨
の
懷
疑
を
歬
提
に
論
じ
ら
れ
て
お
り
（「
先
儒
謂
」
と

し
て
引
用
）、
一
面
で
は
儒
行
篇
の
擁

論
と
し
て
の
意
味
合
い
を
持
つ
。

原
來
、
儒
行
篇
は
『
禮
記
』
諸
篇
の
中
で
も
㊟
目
さ
れ
る
こ
と
の
少
な
い
篇
で

あ
る
が
、
こ
と
の
ほ
か
氣
節
と
衟
義
を
重
ん
じ
た
朙
末
淸
初
の
士
大
夫
に
と
っ
て
、

同
篇
に

か
れ
た
孔
子
の
氣
槪
や
出
處
・
言
行
に
筋
を
通
そ
う
と
す
る
姿
勢
は
、

心
に
訴
え
か
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
黃
衟
周
が
『
儒
行
集
傳
』
を

し
た
の
は
そ
の
一
端
で
あ
り
、
黃
宗
羲
・
許
三
禮
が
儒
行
篇
に
着
目
し
た
の
も

あ
る
い
は
黃
衟
周
を
介
し
て
の
こ
と
で
あ
ろ
う（
（（
（

。
許
三
禮
は
、
儒
行
篇
を
め
ぐ

る
答
問
に
お
い
て
、「
儒
」
と
は
聖
賢
豪
杰
の
總
稱
で
あ
っ
て
、
後
世
の
「
儒
門

之
計
」）
に
心
を
配
る
こ
と
を
求
め
る
議
論
の

め
括
り
に
位
置
し
て
お
り
、
人

民
の
財
產
保
㊒
へ
の
意

の
高
ま
り
を
讀
み
取
る
こ
と
は
難
し
い
。

で
は
、「
七
⺼

火
講
義
」
の
場
合
に
は
、
經
書
講
義
と
い
う
枠
組
み
に
縛
ら

れ
た
が
た
め
に
、「
自
ら
養
う
」
に
類
し
た
文
言
が
、
黃
宗
羲
の
經
世
論
中
に
用

い
ら
れ
る
類
似
の
文
言
と
、
そ
の
含
意
に
⻝
い
違
い
を
生
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
の

か
と
い
え
ば
、
そ
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。『
朙
夷
待
訪
錄
』
田
制

一
・
二
を
通

す
れ
ば
、
君
主
に
對
し
㊜
切
な
經
濟
政
策
を
求
め
る
こ
と
が
議
論

の
主
眼
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
、「
自
養
」
の
意
味
も
、「
七
⺼

火
講
義
」
に

お
け
る
意
味
合
い―
理
想
と
し
て
は
、
君
が
民
を
養
う
べ
し―

と
隔
た
る

よ
う
に
は
見
え
な
い
。

な
る
の
は
、
田
制
一
・
二
で
は
、
租
稅
負
擔
の
輕
減
や
、

衞
所
の
屯
田
で
施
行
さ
れ
て
い
る
授
田
・
課
稅
策
の
應
用
な
ど
、
經
濟
政
策
の

術
論
が
議
論
の
中
心
を
占
め
て
お
り
、
一
方
、「
七
⺼

火
講
義
」
で
は
、
君
主

の
養
民
の
あ
り
方
そ
れ
自
體
が
表
立
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
點
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

田
制
一
・
二
で
あ
れ
ば
、「
自
養
」
論
の
背
後
に
、
讀
み
手
が
自
身
の
思
想
史
的
展

を
根
據
に
し
て
、
從
來
と
は
質
的
に

な
る
君
主

を
想
定
す
る
こ
と
が
一
應

は
可
能
で
あ
る
の
だ
が
、「
七
⺼

火
講
義
」
に
お
い
て
は
、
あ
い
も
か
わ
ら
ぬ

仁

の
君
主
像
が
朙
示
さ
れ
て
お
り
、
行
文
の
外
か
ら
讀
み
込
み
を
施
す
餘
地
は

な
い
。
黃
宗
羲
に
お
け
る
「
後
世
、
民
は
自
分
で
養
っ
て
い
る
」
論
の
含
意
は
、

「
七
⺼

火
講
義
」
を
參
照
す
る
こ
と
で
ま
ぎ
れ
る
こ
と
な
く
理
解
で
き
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

「
七
⺼

火
講
義
」
と
同
じ
く
、
豳
風
七
⺼
詩
が
、
民
生
を
重
ん
ず
べ
き
こ
と

を
說
く
た
め
の
典
據
と
な
っ
て
い
る
事
例
と
し
て
、
黃
宗
羲
の
友
人
で
あ
り
、
や

は
り
、
東
林
黨
人
の
子
弟
で
あ
る
侯
方
域
（

曆
四
十
六
〔
一
六
一
八
〕
年
生
）
の

「
正
百
姓
」
一
篇
が
擧
げ
ら
れ
る
。
侯
方
域
は
、
同
篇
に
お
い
て
、「
七
加
」（
稅
・

兵
・
刑
・
力
役
な
ど
七
種
の
負
擔
）
が
原
因
で
、
人
民
が
「
二

」（
利
益
目
的
で
生



許
三
禮
の
海
昌
講
會
と
黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」

一
五
三

ろ
う
か
。
儒
者
は
、
心
を
對
象
に
修
養
に
つ
と
め
る
の
で
あ
り
、
言
行
す
べ

て
に
つ
い
て
言

を
あ
れ
こ
れ
連
ね
て
說
朙
す
る
必
要
は
な
い
。
し
か
し
、

言
行
一
つ
一
つ
に
些
か
で
も
瑕
疵
が
あ
る
場
合
に
は
、
天
理
の
は
た
ら
き
が

そ
こ
に
及
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
陽
朙
先
生
が
、「
知
は
行
の
主
意
、
行

は
知
の
工
夫
。
知
は
行
の
始
、
行
は
知
の
成
」
と
言
わ
れ
た
の
は
、
ど
う
で

あ
ろ
う
と
、
搖
ら
ぐ
こ
と
は
な
い
。
そ
の
後
、
學
者
は
、
自
由
氣
ま
ま
で
あ

る
こ
と
を
規

が
大
き
い
こ
と
で
あ
る
と
取
り
違
え
、
動
で
あ
る
こ
と
を
重

ん
じ
、
こ
れ
を
心
の
體
と
し
、
結
果
、「
行
」
を
損
ね
て
知
に
從
っ
て
い
る
。

一
方
、
力
行
に
と
り
く
む
者
は
、
一
定
し
た
出
來
あ
い
の
枠
を
理
と
し
、
う

わ
べ
を
整
え
る
こ
と
を
「
行
」
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
儒
行
篇
か
ら
引
き

繼
が
れ
た
儒
者
の
あ
り
よ
う
は
、こ
う
し
て
途
絕
え
て
し
ま
っ
た
。（「
于
人
己
・

出
處
・
貧
賤
・
富
貴
・
生
死
・
利
害
處
之
、
各
得
其
宜
。
非
心
體
純
一
、
焉
能
㊒
此
。

是
故
儒
者
從
心
上
用
功
、不
必
向
一
言
一
行
鬭
釘
凑
合
。
然
一
言
一
行
之
失
枝

節
、

畢

是
天
理

行
、㊒
所
不
到
也
。
陽
朙
先
生
言
「
知
是
行
的
主
意
、行
是
知
的
工
夫
、

知
是
行
之
始
、
行
是
知
之
成
」、
原
是
跌
撲
不
破
。
其
後
學
者
、
誤
認
猖
狂
以
爲
廣
大
、

喜
動
作
、
名
爲
心
體
、
却
欲
壞
行
以
就
其
知
。
其
㊒
反
之
爲
力
行
者
、
誤
認
格
式

見
套
爲
理
、
以
巧
言
令
色
爲
行
。
儒
行
之
脉
、
從
此
而
斷
（
（（
（

。」）

黃
宗
羲
は
、
形
式
面
で
の
規
範
を
守
る
こ
と
に
氣
を
と
ら
れ
た
固
陋
な
學
者

（
許
三
禮
の
い
う
「
儒
門
衟
學
」）
に
向
け
て
は
、
氣
槪
と
能
力
を
備
え
た
儒
家
を
對

置
し
、
そ
の
一
方
で
、
氣
宇
壯
大
を
氣
取
っ
て
放
恣
に
傾
く
手
合
い
に
向
け
て
は
、

儒
行
篇
に
列
擧
さ
れ
た
種
種
の
規
範
に
よ
っ
て
點
檢
を
加
え
よ
う
と
す
る
（「
將

儒
行
條
條
、
勘
過
附
會
假
託
者
」）。
黃
宗
羲
は
こ
の
よ
う
に
、
儒
行
篇
に

し
て
本

來
の
儒
家
像
を

出
し
、
固
陋
と
放
恣
と
い
う
兩
極
の
誤
っ
た
あ
り
方
に
對
置
し

た
。
黃
宗
羲
が
、
元
來
、

然
と
思
い

い
て
い
た
で
あ
ろ
う
理
想
の
人
才
像
が
、

『
禮
記
』
儒
行
篇
と
い
う
手
が
か
り
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、「
氣
槪
と
能
力
を
備

衟
學
」
を
堅
守
す
る
こ
と
を
標

す
る
手
合
い
と
は

な
る
こ
と
を
說
い
て
い
る

（「
㆛
辰
北
山
問
答
」
第
九
條
）。
衟
學
者
た
る
こ
と
と
、
㊒
用
の
官
僚
で
あ
る
こ
と

の

一
を
意

す
る
彼
に
と
っ
て
、
儒
行
篇
は
恰
好
の
論
題
で
あ
っ
た
。

黃
宗
羲
も
ま
た
、
こ
の
儒
行
篇
を
足
掛
か
り
に
、
儒
家
の
形
象
が
と
も
す
れ
ば

迂
腐
に
傾
き
が
ち
で
あ
る
の
に
抗
し
て
、
儒
家
像
を
、
豪
杰
然
と
し
た
㊒
用
の
人

才
へ
と
立
て
直
そ
う
と
す
る
。
黃
宗
羲
が
考
え
る
に
、「
全
能
の
人
才
」
で
あ
る

は
ず
の
「
儒
」
は
、
矮
小
化
さ
れ
た
こ
と
で
そ
の
價
値
が
疑
わ
れ
て
し
ま
い
、
ま

た
、
天
下
を
擔
う
よ
う
な
人
才
は
と
も
す
れ
ば
儒
者
以
外
か
ら
輩
出
さ
れ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
そ
う
し
た
豪
杰
風
の
あ
り
方
は
儒
家
で
は
な
い
か
に
思
わ
れ
る
に

至
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
本
來
は
、
儒
行
篇
に
見
え
て
い
る
よ
う
な
「
大
・
小
す

べ
て
を
擔
お
う
と
す
る
氣
風
」
こ
そ
が
、
儒
家
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。
黃
宗
羲

の
こ
う
し
た
議
論
は
、
儒
行
篇
の
擁

を
通
じ
て
、
儒
行
篇
の
孔
子
像
に
疑
い
が

向
け
ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
後
世
の
通
念―
矮
小
化
さ
れ
た
「
儒
家
」
像―

の
克
服
を
は
か
る
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

た
だ
し
、「
㊒
用
の
人
才
」
と
し
て
の
儒
家
像
を
回
復
さ
せ
る
の
は
、
あ
く
ま

で
、「
儒
行
講
義
」
の
一
半
で
あ
っ
て
、
儒
行
篇
に
密
着
す
る
か
ら
に
は
お
の
ず

と
、「
出
處
・
言
行
の
す
べ
て
が
宜
し
き
に
か
な
う
」
と
い
う
面
も
お
ろ
そ
か
に

さ
れ
て
い
な
い
。
黃
宗
羲
に
よ
れ
ば
、
儒
家
の
儒
家
た
る
所
以
は
、
氣
宇
壯
大
で

あ
っ
て
、
な
お
か
つ
、
ど
の
よ
う
な
狀
況
に
お
い
て
も
規
榘
を
踏
み
外
さ
な
い
點

に
見
い
だ
さ
れ
る
。
彼
は
、
眞
正
の
儒
家
が
、
出
處
・
言
行
の
一
つ
で
さ
え
も
天

理
の
あ
ら
わ
れ
と
し
て
お
ろ
そ
か
に
し
な
い
こ
と
を
、
王
守
仁
の
言
を

り
込
ん

で
說
朙
す
る
。

（
儒
行
篇
に
見
え
る
儒
家
の
あ
り
方
は
）
自
他
・
出
處
・
貧
賤
・
富
貴
・
生
死
・

利
害
と
い
っ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
に
應
對
す
る
に
も
㊜
切
で
あ

る
。
心
體
が
純
一
で
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
あ
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一
五
四

泰
卦
の
卦
義
で
あ
る
「
通
」、
あ
る
い
は
「
通
」
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
こ

ろ
の
「
交
」
に
重
點
が
置
か
れ
て
い
る
。
曰
く
、
民
情
が
よ
く
上
に
届
き
、
天
下

の
氣
脉
が

通
し
て
い
る
の
が
理
想
の
治
世
で
あ
り
、
こ
の
狀
況
で
は
、
互
い
を

遮
り
隔
て
る
一
切
が
解
消
さ
れ
、
朝
廷
・
民
閒
の
誰
も
が
德
行
を
心
が
け
る
よ
う

に
な
る
。
こ
の
狀
況
が
、「
內
陽
而
外
陰
」「
內
君
子
而
外
小
人
」
な
の
だ
、
と
。

「
交
」
と
は
、「
あ
り
の
ま
ま
に
純
粋
な
心
が
い
き
わ
た
る
」
の
意
味
で
あ
り
、

こ
れ
は
「
生
氣
」
で
あ
る
。
世
閒
の
自
他
、
上
下
、
內
外
な
ど
に
お
け
る
あ

ら
ゆ
る
隔
た
り
は
、た
が
い
が
、「
交
」
し
な
い
こ
と
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
り
、

「
交
」
が
作
用
す
れ
ば
、
一
體
と
化
し
て
、
そ
う
し
た
隔
た
り
の
跡
は
見
え

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
…
…
…
亂
暴
者
を
感
化
し
、
處
刑
を
不
用
に
し
（『
論

語
』
子
路
）、
體
中
が
惻
隱
の
心
で
み
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
そ

れ
が
と
り
も
な
お
さ
ず
、「
陽
を
內
と
し
、
陰
を
外
と
す
る
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
…
…
朝
廷
・
民
閒
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
名
譽
・
衟
義
を
心
に
か
け
、

廉
恥
を
重
ん
じ
、
家
々
が
軒
竝
み
德
行
に
よ
っ
て
褒

を
受
け
る
、
と
い
う

狀
態
に
な
れ
ば
、
そ
れ
が
「
君
子
を
內
と
し
、
小
人
を
外
と
す
る
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。（「
泰
卦
講
義
」、「
交
」
者
、眞
意

通
之
謂
、此
生
氣
也
。
世
閒
人
我
・

上
下
・
內
外
、
一
切
分
別
、
皆
從
不
相
交
涉
而
起
、
交
則
渾
然
不
見
其
跡
。
…
…
勝

殘
去
殺
、
滿
腔
皆
惻
隱
之
心
、
便
是
「
內
陽
而
外
陰
」。
…
…
無
論
朝
野
、
畏
名
義
、

重
廉
恥
、
比
屋
可
封
、
便
是
「
內
君
子
而
外
小
人
。」」）

「
泰
卦
講
義
」
で
、
黃
宗
羲
の
個
性
が
垣
閒
見
え
て
い
る
箇
所
と
し
て
目
を
ひ

く
の
は
、「
交
」
の
作
用
に
よ
っ
て
情
意
が
通
い
合
っ
た
狀
態
を
說
朙
す
る
際
に
、

「
天
下
氣
脉
自
相

通
」「
交
者
、
眞
意

通
之
謂
、
此
生
氣
也
」
あ
る
い
は
「
滿

腔
是
惻
隱
之
心
」
と
い
っ
た
表
現
を
用
い
て
い
る
點
で
あ
る
。「
氣
が
世
界
に

塞
、
周

す
る
」
と
い
う
形
象
に
よ
っ
て
、
宇
宙
、
社
會
、
そ
れ
に
、
人
の
內
面

が
、
生
命
力
に
溢
れ
る
あ
り
よ
う
を
表
現
し
、
あ
わ
せ
て
、
世
界
の
一
體
性
や
、

え
、
か
つ
出
處
・
言
行
も
規
範
に
合
致
す
る
兩
面

備
の
儒
家
」
と
い
う
端
的
な

表
現
を

得
し
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
黃
宗
羲
が
、「
儒
行
講
義
」
に
お
い
て
、
迂
腐
固
陋
と
無
軌
放
縱
と
の

兩
面
に
向
け
て
批

を
加
え
る
箇
所
は
、
朙
ら
か
に
、
羅
洪
先
の
表
現
を
踏
ま
え

て
い
る（

（（
（

。
こ
の
こ
と
は
、
單
に
修
辭
の

用
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、「
既
成
の

思
考
枠
を
鵜
呑
み
に
す
る
に
は
あ
き
た
ら
ず
、
か
と
い
っ
て
、
心
が
も
と
も
と
具

㊒
す
る
善
へ
の
信
賴
が
度
を
過
ぎ
て
現
實
態
を
無
條
件
に
肯
定
し
て
し
ま
う
手
合

い
に
も
贊
同
で
き
な
い
」
と
い
う
中
衟
的
立
場
に
發
す
る
問
題
意

を
、
王
門
內

の
修
正
派
に
相
當
す
る
學
者
か
ら
引
き
繼
ぎ
、
こ
れ
を
人
才
論
に
お
い
て
展
開
し

た
こ
と
を
意
味
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

第
二
節　

天
人
を
め
ぐ
る
議
論

（
一
）「
泰
卦
講
義
」

『
周
易
』
泰
卦
は
、
下
を
乾
、
上
を
坤
と
し
、「
通
ず
る
」
と
い
う
理
想
の
狀
況

を
示
す
卦
と
さ
れ
る
。
泰
卦
の
彖
傳
に
は
、「
下
乾
上
坤
」
す
な
わ
ち
「
內
陽
外

陰
」
に
因
ん
で
、「
內
君
子
、
外
小
人
、
君
子
衟
長
、
小
人
衟
消
」
と
い
う
一
文

が
あ
り
、
こ
れ
が
、
政
治
上
の
理
念
を
說
く
に
は
格
好
の
一
文
と
し
て
着
目
さ
れ

る
。
宋
代
に
、「
政

の
中
樞
か
ら
小
人
を
除
く
べ
し
」
と
い
う
趣
旨
の
上
奏
文

で
は
、
泰
卦
に
據
っ
た
君
子
・
小
人
論
が
說
か
れ
、
皇
帝
に
對
し
て
は
、「
君
子

を
內
と
し
、
小
人
を
外
と
す
る
」
を
主
題
に
泰
・
否
の
兩
卦
を
取
り
上
げ
る
講
義

が
上
呈
さ
れ
て
い
る（
（（
（

。

黃
宗
羲
も
ま
た
、
講
義
歬
半
に
お
い
て
、「
天
下
を
治
め
る
に
は
君
子
に
親
し

み
、
小
人
を
遠
ざ
け
る
の
が
泰
卦
の
理
念
だ
」
と
述
べ
て
は
い
る
。
だ
が
、
泰

卦
の
經
文
ほ
ぼ
す
べ
て
を
㊟
解
す
る
（
小
象
を
除
く
）
と
い
う
形
式
も
あ
っ
て
か
、

「
泰
卦
講
義
」
全
體
で
は
、
君
子
・
小
人
論
の
比
重
は
小
さ
く
、
そ
れ
よ
り
も
、



許
三
禮
の
海
昌
講
會
と
黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」

一
五
五

委
之
天
運
也
。」）

黃
宗
羲
は
、「
往
」「
來
」
を
、「
古
今
に
わ
た
る
推
移
」
に
、「
小
」「
大
」
を

「
往
來
す
る
人
」
に
そ
れ
ぞ
れ
當
て
て
、「
泰
卦
に
象

さ
れ
る
理
想
の
狀
況
と

い
う
の
は
、
人
が
衟
を
行
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
招
來
で
き
る
」
こ
と
を
說
朙
づ

け
、
天
に
對
す
る
人
の
は
た
ら
き
か
け
が
㊒
效
で
あ
る
こ
と
を
强
調
す
る
。
許
三

禮
の
答
問
に
お
い
て
も
、
人
の
天
に
對
す
る
は
た
ら
き
か
け
を
め
ぐ
っ
て
、
大

略
、
次
の
よ
う
に
說
か
れ
て
い
る
。
泰
卦
は
消
息
卦
で
あ
っ
て
、
每
年
同
じ
よ
う

に
、「
泰
運
」
は
め
ぐ
っ
て
來
る
わ
け
で
あ
る
が
、
人
が
泰
卦
の
「
內
陽
外
陰
」

に
範
を
と
っ
て
、「
內
君
子
而
外
小
人
」
を
行
な
っ
て
こ
そ
、「
泰
和
」
が
實
現
さ

れ
る
の
で
あ
る
、
と
（「
㆛
辰
北
山
問
答
」
第
五
條
）。
こ
の
よ
う
に
、
黃
宗
羲
・
許

三
禮
は
、
泰
卦
に

し
て
、
天
人
の
相
關
を
說
く
際
に
、「
人
爲
に
よ
る
天
へ
の

働
き
か
け
」
の
面
と
、
そ
う
し
た
働
き
か
け
を
擔
い
う
る
「
君
子
」（
許
三
禮
は

「
聖
人
」
と
表
現
）
の
役
割
を
重
視
す
る
點
で
足
竝
み
を
揃
え
て
い
る（
（（
（

。

（
二
）「
春
王
正
⺼
講
義
」

時
（
年
・
四
季
・
⺼
數
）
は
、
天
の
範
疇
に
含
ま
れ
る
事
柄
で
あ
り
、
通
例
で

は
、『
春
秋
』
經
に
お
け
る
そ
れ
ら
の
表
記
に
は
、
天
人
の
關
係
に
つ
い
て
、
孔

子
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
理
念
が
寓
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
許
三
禮
は
、

「
天
の
意
義
」
を
こ
と
さ
ら
に
强
め
る
趣
旨
の
筆
削
を
、『
春
秋
』
の
う
ち
に
、
新

た
に
讀
み
取
っ
て
い
る
。
曰
く
、
時
を
示
す
「
王
正
⺼
」
の
「
王
」
だ
け
で
な
く
、

「
天
王
」
號
の
「
天
」
も
ま
た
、
孔
子
の
加
筆
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
王
を
天
に
法

ら
せ
る
こ
と
で
諸
侯
に
對
し
て
威
嚴
を
示
し
、
か
つ
、
王
自
身
を
も
天
の
威
福
の

制
約
下
に
置
く
と
い
う

意
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
、
と
（「
㆛
辰
北
山
問
答
」

第
八
條
）。

一
方
、
黃
宗
羲
「
春
王
正
⺼
講
義
」
は
、『
春
秋
』
に
お
け
る
年
・
時
・
⺼
の

表
記
に

し
て
、
何
ら
か
の
理
念
を
積
極
的
に
讀
み
と
る
こ
と
は
な
い
。
天
・
人

天
と
人
、
人
と
人
と
の
感
應
を
說
朙
づ
け
る
の
は
、
黃
宗
羲
を
含
め
て
、
い
わ
ゆ

る
「
氣
の
哲
學
」
の
立
場
を
と
る
論
者
に
多
く
見
ら
れ
る（
（（
（

。
い
ま
一
つ
の
「
滿
腔

〔
子
〕
是
惻
隱
之
心
」
と
は
、
原
來
は
、
程
顥
の
語
で
あ
り（

（（
（

、「
體
中
が
…
…
」
と

い
う
修
辭
に
よ
っ
て
、「
人
に
忍
び
ざ
る
の
心
」
が
生
命
力
を
も
っ
て
人
に
備
わ

っ
て
い
る
こ
と
を
强
く
印
象
づ
け
る
。「
滿
腔
〔
子
〕
是
惻
隱
之
心
」
は
、
黃
宗

羲
に
と
っ
て
「
天
下
の
氣
脉
が
通
じ
、
一
人
一
人
の
德
性
が

實
し
た
さ
ま
」
を

出
す
る
恰
好
の
語
で
あ
っ
た
わ
け
だ
が
、
同
時
に
、
こ
の
語
は
、
自
說
と
朱
子

學
と
の
區
別
が
黃
宗
羲
自
身
に
も
意

さ
れ
る
要
所
に
當
た
っ
て
お
り（
（（
（

、
こ
れ
も

ま
た
、
經
書
解
釋
へ
の
、「
理
氣
合
一
之
說
」
の

り
込
み
の
一
例
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
に
見
た
よ
う
に
、「
天
下
の
氣
が
通
じ
合
っ
て
調
和
が
も
た
ら
さ
れ
、

誰
も
が
衟
に
か
な
う
」
と
い
う
理
想
の
社
會
を
、
泰
卦
の
理
念
で
あ
る
「
通
」

「
交
」
の
實
現
態
と
し
て

出
す
る
の
が
、「
泰
卦
講
義
」
の
中
心
論
點
で
あ
る
。

同
講
義
に
は
、
も
う
一
本
の
柱
と
し
て
、
氣
が
「
通
」「
交
」
し
た
狀
況―

天

の
範
疇
に
屬
す
る―

は
、
人
爲
に
よ
っ
て
も
た
ら
し
得
る
の
だ
、
と
い
う
主
張

が
見
ら
れ
る
。

（
卦
辭
に
い
う
）「
小
」「
大
」
と
は
、行
き
來
す
る
人
で
あ
る
。
乾
と
坤
と
が
、

下
と
上
と
に
位
置
す
る
泰
卦
の
あ
り

は
、
天
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
と
さ
れ
る

が
、
實
は
、
人
の
行
き
來
の
結
果
と
し
て
、
そ
う
し
た
あ
り

が
生
み
出
さ

れ
る
の
だ
。
…
…
大
象
が
述
べ
て
い
る
の
は
次
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
泰

の
衟
を
導
く
の
は
、
人
の
營
爲
で
あ
っ
て
天
の
め
ぐ
り
あ
わ
せ
で
は
な
い
。

君
子
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
社
會
の
秩
序
に
責
任
を
持
ち
、「
人
民
の
た
め
」

と
い
う
見
地
に
立
ち
得
る
こ
と
で
あ
り
、
天
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
に
任
せ
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
、
と
。（「
泰
卦
講
義
」、「
小
大
者
、
所
往
來
之
人
也
。

乾
坤
上
下
以
爲
天
運
之
循
環
、
不
知
由
人
之
往
來
而
成
此
法
象
。
…
…
大
象
言
致
泰

之
衟
、
在
人
而
不
在
天
、
所
貴
乎
君
子
者
、
爲
能
擔
當
世
衟
、
從
生
民
起
見
、
不
可
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一
五
六

唐
の
劉
禹
錫
は
、「
禍
福
」
を
時
王
の
賞
罰
に
狹
く
特
定
し
、「
現
世
の
法
が
確
立

し
て
い
れ
ば
、
善
惡
に
㊜
切
に
應
報
が
加
え
ら
れ
る
」
と
說
い
て
い
る
。
劉
禹
錫

が
、
こ
の
よ
う
に
、
人
事
に
片
寄
せ
て
善
惡
と
禍
福
と
が
對
應
す
る
こ
と
を
說
く

の
は
、
人
事
に
天
が
介
在
し
な
い
の
を
說
朙
づ
け
よ
う
と
し
て
の
こ
と
で
あ
っ
た（
（（
（

。

北
宋
に
至
る
と
、
洪
範
の
天
授
を
否
定
し
、
福
・
禍
を
も
た
ら
す
主
體
を
、
天
か

ら
君
主
に
移
す
新
解
釋
が
提
起
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
、
人
事
の
範
圍
で
善
惡
と

禍
福
と
を
對
應
さ
せ
よ
う
と
す
る
點
で
、
劉
禹
錫
の
天
人
論
を
洪
範
の
解
釋
に
應

用
す
る
に
ひ
と
し
い
。
し
か
し
、
天
人
の
分
離
を
歬
提
と
す
る
こ
う
し
た
新
し
い

洪
範
解
釋
は
定
着
せ
ず
、
大
勢
と
し
て
は
、
天
人
の
緩
や
か
な
對
應
を
想
定
す
る

方
向
へ
と

斂
し
て
い
く（
（（
（

。
黃
宗
羲
「
洪
範
皇
極
講
義
」
も
ま
た
、
急
進
的
な
天

人
の
分
離
論
に
は
く
み
せ
ず
、
あ
く
ま
で
、
禍
福
を
天
地
自
然
の
側
に
歸
し
て
、

「
天
と
人
と
の
相
關
」
と
し
て
、「
善
惡
と
禍
福
の
對
應
」
を
想
定
し
て
い
る
。

許
三
禮
は
、
洪
範
九
疇
に
關
連
し
て
、
や
は
り
、
天
と
人
の
關
わ
り
に
つ
い
て

の
「
天
無
功
而
人
㊒
用
」
な
る
懷
疑
論
に
答
え
て
い
る
（「
㆛
辰
北
山
問
答
」
第
六

條
）。
許
三
禮
に
よ
れ
ば
、
洪
範
九
疇
は
、「
順
天
」「
修
身
」「
治
世
」
そ
れ
ぞ
れ

の
「
始
」「
中
」「
終
」
に
當
た
っ
て
お
り
、
例
え
ば
、「
八
政
三
」
は
「
治
世
之

始
」
に
、「
皇
極
五
」
は
「
修
身
の
中
」
に
相
當
す
る
。
許
三
禮
は
、
こ
の
よ
う

に
、
洪
範
九
疇
が
、
天
・
個
人
・
社
會
に
つ
い
て
の
着
手
か
ら
完
結
ま
で
局
面
す

べ
て
を
覆
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
こ
と
で
、
閒

に
、
天
人
の
相
關
を
確
認
す
る
。

一
方
、
黃
宗
羲
は
と
い
え
ば
、「
泰
卦
講
義
」
に
同
じ
く
氣
一
元
型
の
存
在
論
を

用
い
て
、
直

に
、
天
人
相
關
の
機
制
を
論
ず
る
。

善
惡
と
禍
福
の
對
應
に
つ
い
て
、
黃
宗
羲
の
說
朙
を
再
構
成
す
る
と
、
大
略
、

次
の
よ
う
に
な
る
。
天
地
の
閒
を
生
氣
が
滿
た
し
て
い
る
本
來
の
狀
態
（「
天
地
之

閒
、
渾
是
一
團
生
氣
、
太
和
氤
氳
、

塞
上
下
」）
に
あ
っ
て
は
、
善
・
福
が
存
す
る

の
み
で
あ
る
の
だ
が
、
氣
の
作
用
が
衰
え
て
、
人
々
が
天
の
衟
に
順
い
え
な
く
な

に
關
わ
る
論
題
で
は
あ
る
が
、「
春
王
正
⺼
講
義
」
は
、「
泰
卦
講
義
」「
洪
範
皇

極
講
義
」
と
は
お
も
む
き
を

に
し
て
、
宋
人
が
提
起
し
た
『
春
秋
』
の
時
⺼
を

め
ぐ
る
解
釋
へ
の
批

に
終
始
し
て
い
る
。
宋
代
に
は
、「
殷
正
・
周
正
は
夏
正

と
年
始
を

に
す
る
だ
け
で
、
四
季
・
⺼
數
は
夏
正
の
ま
ま
で
固
定
さ
れ
て
い

た
」
と
す
る
新
說
が
提
起
さ
れ
、
胡
安
國
は
、
こ
の
歬
提
の
も
と
に
、『
春
秋
』

の
時
⺼
に
つ
い
て
、
孔
子
が
筆
削
を
加
え
た
度
合
い
を
大
き
く
見
積
も
る
新
說
を

創
出
し
、
議
論
を

起
し
た（
（（
（

。
胡
安
國
說
に
對
す
る
批

は
、
南
宋
・
元
の
時
點

で
す
で
に
盡
く
さ
れ
て
お
り
、
黃
宗
羲
の
胡
安
國
ら
に
對
す
る
批

も
、
一

、

同
時
代
の
學
者
の
所
論
を
取
り
入
れ
て
は
い
る
が（

（（
（

、
大
筋
で
は
南
宋
・
元
の
多
數

派
に
沿
っ
た
穩
當
な
內
容
で
あ
る
。
强
い
て
い
え
ば
、
胡
安
國
說
と
宋
か
ら
朙
に

至
る
ま
で
の
そ
の
亞

說
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

同
を
看
過
す
る
こ
と
な
く

分
類
し
、
そ
の
上
で
批

を
加
え
て
い
る
點
に
黃
宗
羲
ら
し
さ
が
見
て
取
れ
る
だ

ろ
う
か
。

（
三
）「
洪
範
皇
極
講
義
」

『
尙
書
』
洪
範
篇
に
は
、
爲
政
の
大
綱
が
九
の
範
疇
に
分
け
て
示
さ
れ
て
お
り
、

「
皇
極
」
は
第
五
に
、
天
が
も
た
ら
す
「
五
福
」「
六
極
」
は
第
九
に
當
た
る
。
洪

範
篇
は
漢
代
以
來
、
人
事
と
災

の
關
係
を
說
く
た
め
の
重
要
文
獻
で
あ
り
、
黃

宗
羲
「
洪
範
皇
極
講
義
」
も
、「
倫
理
の
善
惡
と
、
天
が
も
た
ら
す
禍
福
の
閒
に

對
應
關
係
は
あ
る
の
か
」
と
い
う
天
人
關
係
に
つ
い
て
の
典
型
的
問
題
を
論
じ
て

い
る
。

洪
範
の
「
皇
極
」
と
「
五
福
」
と
の
關
係
に
つ
い
て
、
論
者
た
ち
に
共
㊒
さ
れ

て
い
る
理
解
の
基
本
線
は
、「
聖
人
が
天
下
を
治
め
、
倫
理
の
基
準
と
し
て
『
皇

極
』
を
示
す
と
、
人
民
は
こ
の
基
準
に
沿
っ
て
善
を
行
い
、『
五
福
』
を
得
る
こ

と
が
で
き
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
善
に
對
し
て
福
が
も
た
ら
さ
れ
る

の
は
、
ど
の
よ
う
な
機
制
に
依
っ
て
い
る
の
か
。
黃
宗
羲
が
否
定
的
に
言
及
す
る



許
三
禮
の
海
昌
講
會
と
黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」

一
五
七

が
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
よ
く
よ
く
發
端
を
考
え
て
み
れ
ば
、
違
背
し

た
地
點
か
ら
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（「
洪
範
皇
極
講
義
」、「
聖
天

子
爲
生
人
立
命
、
爲
斯
世
開
太
平
、
中
心
無
爲
、
以
守
至
正
、

皇
建
其
㊒
極
也
。

斯
時
也
、
生
氣

滿
、
洋
溢
宇
宙
、
父
不
哭
子
、
兄
不
哭
弟
、
非
壽
乎
。
家
給
人
足
、

外
戶
不
閉
、
衟
不
拾
遺
、
非
富
乎
。
出
作
入
息
、
化
日
舒
長
、
非
康
寧
乎
。
孝
弟
力
田
、

相
親
相
睦
、非
攸
好
德
乎
。
終
身
不
見
兵
革
之
事
、非
考
終
命
乎
。
所
謂
「
斂
時
五
福
、

用
旉
錫
厥
庶
民
」
也
。
…
…
凢
厥
庶
民
、
父

、
子
孝
、
兄
友
、
弟
恭
、
夫
義
、
婦
順
、

朋
友
㊒
信
、
一
循
其
當
然
之
理
、
自
能
和
氣
生
祥
、
一
家
㊒
一
家
之
福
。

稍
乖
戾
、

便
生
隔
礙
。
雖
或
一
時
未
必
見
禍
、其
後
忽
然
得
禍
、細
思
發
端
、終
從
乖
戾
處
來
。」）

黃
宗
羲
は
、
右
の
よ
う
に
、「
氣
化
の
は
た
ら
き
」
と
し
て
善
惡
と
禍
福
と
の

對
應
が
生
じ
る
こ
と
を
存
在
論
の
次
元
で
說
朙
す
る
わ
け
だ
が
、
た
だ
し
、
こ
れ

は
、「
洪
範
皇
極
講
義
」
の
半
面
に
と
ど
ま
る
。「
講
義
」
で
は
、
善
惡
と
禍
福
と

の
關
係
に
つ
い
て
、
存
在
論
だ
け
で
な
く
、「
倫
理
の
善
惡
そ
れ
自
體
が
禍
福
で

あ
る
」
と
い
う
衟
德
論
の
面
か
ら
も
說
朙
が
施
さ
れ
る
。
衟
德
論
の

分
で
、
黃

宗
羲
が
準
據
す
る
の
は
、
陸
九
淵
（
象
山
）
が
、
知

門
軍
に
在
任
中
の
紹
煕
三

年
（
一
一
九
二
）、
上
元
の
日
に
行
っ
た
「

門
皇
極
講
義
」
で
あ
る（
（（
（

。
黃
宗
羲

「
皇
極
講
義
」
は
、
い
く
つ
か
の
箇
所
で
、
陸
九
淵
「
講
義
」
に
依
據
し
て
お
り
、

「
皇
極
」
の
「
極
」
を
、「
惟
皇
上
帝
降
衷
於
下
民
」（『
尙
書
』
湯
誥
）
の
「
衷
」

に
結
び
付
け
て
、
外
在
規
範
と
し
て
の
「
極
」
を
、
人
に
內
在
す
る
天
與
の
德
性

と
連
續
さ
せ
て
い
る
の
は
、

用
箇
所
の
一
つ
で
あ
る（
（（
（

。
以
下
に
見
る
「
善
惡
す

な
わ
ち
禍
福
」
と
い
う
衟
德
論
の

分
に
つ
い
て
は
、
黃
宗
羲
は
、
朙
示
的
に
陸

九
淵
「
講
義
」
を
引
照
し
て
い
る
。

「

門
皇
極
講
義
」
で
は
、
善
惡
と
禍
福
と
の
關
係
が
、
形
と
影
、
聲
と
响
の

關
係
に
擬
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
、
決
し
て
、「
善
を
行
え
ば
、
必
ず
壽
や

富
が
招
來
さ
れ
る
」
と
い
う
趣
旨
で
は
な
い
。
陸
九
淵
は
、「
善
で
あ
れ
ば
、
と

る
と
、
そ
こ
で
、
惡
・
禍
が
形
成
さ
れ
る
。
だ
が
、
君
主
が
人
民
の
た
め
に
、
基

準
と
し
て
の
「
皇
極
」
を
確
立
す
れ
ば
、
從
う
べ
き
規
範
が
朙
瞭
に
な
り
、
そ
の

た
め
に
、
誰
も
が
至
善
に
歸
し
て
君
子
の
あ
り
方
に
か
な
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
。

そ
し
て
、
人
民
の
閒
で
、
人
倫
の
あ
り
方
が
正
し
く
守
ら
れ
て
い
れ
ば
、
そ
こ
に

和
氣
が
生
じ
て
、「
長
壽
」「
富
」「
安
寧
」「
德
に
つ
と
め
る
」「
壽
命
を
全
う
す

る
」
の
五
福
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
逆
に
、
皇
極
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
と
、
人
倫

が
正
さ
れ
ず
氣
が
阻
害
さ
れ
、
結
果
、
禍
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。

　

聖
天
子
は
、
人
民
の
た
め
に
身
を
修
め
て
天
命
を
奉
じ
、
世
の
た
め
に
太

平
を
開
き
、
心
の
う
ち
に
こ
と
さ
ら
に
作
爲
す
る
こ
と
な
く
至
正
を
保
持
し

た
。
つ
ま
り
は
、「
皇
、
其
の
㊒
極
を
建
て
る
」
で
あ
る
。
こ
の
時
點
で
は
、

生
氣
が
滿
ち
て
世
界
に
橫
溢
し
て
い
る
。
父
が
子
に
、
兄
が
弟
に
先
立
た
れ

て
悲
し
み
に
く
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
は
、ま
さ
に
「
壽
」
で
は
な
い
か
。

ど
の
家
も
人
も
滿
ち
足
り
て
お
り
、
家
の
扉
を
外
か
ら
開
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
ま
ま
で
鍵
を
か
け
る
こ
と
が
な
く
、
衟
に

ち
て
い
る
も
の
を
拾
っ
て

自
分
の
も
の
と
す
る
こ
と
も
な
い
。
こ
れ
は
、「
富
」
で
は
な
い
か
。
日
が

出
れ
ば
は
た
ら
き
、
日
が
沈
め
ば
休
み
、
敎
化
は
日
ご
と
に
伸
長
し
て
い
く
。

こ
れ
は
「
康
寧
」
で
は
な
い
か
。
孝
・
弟
に
か
な
い
、
農
事
に
勤
し
み
、
た

が
い
に
親
睦
す
る
と
は
、「
德
を
好
む
」
と
い
う
も
の
で
は
な
い
か
。
一
生
、

戰
爭
を
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
と
は
、「
壽
命
を
全
う
す
る
」
で
は
な
い
か
。

こ
れ
ら
が
、
洪
範
篇
に
い
う
「
こ
の
五
福
を
あ
つ
め
て
、
庶
民
た
ち
に
廣
く

與
え
る
」
で
あ
る
。
…
…
庶
民
に
あ
っ
て
、
父
の

、
子
の
孝
、
兄
の
友
、

弟
の
恭
、
夫
の
義
、
婦
の
順
、
朋
友
の
信
が
、
ひ
と
え
に
あ
る
べ
き
理
に
沿

え
ば
、
お
の
ず
と
和
氣
が
さ
い
わ
い
を
生
み
出
し
、
一
家
に
は
一
家
の
福
が

も
た
ら
さ
れ
る
。
い
く
ら
か
で
も
違
背
す
れ
ば
、
隔
て
妨
げ
る
と
こ
ろ
が
生

ず
る
。
す
ぐ
に
は
禍
を
目
に
す
る
こ
と
は
な
く
と
も
、
そ
の
後
、
突
然
に
禍
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六
十
七
集

一
五
八

數
也
、數
□
（
底
本
一
字
不
鮮
朙
）
于
氣
。
善
惡
者
心
也
、心
原
于
理
。
理
氣
合
一
、一

本
而

殊
、

殊
而
一
本
、
福
善
同
源
、
禍
惡
相
守
。

禍
福
錯
出
、
無
關
於
善
惡
、

則
止
㊒

殊
而
無
一
本
。
大
德
不
足
以
敦
化
、
川

亦
將
絕
矣
。」）

「
衟
に
か
な
う
→
和
氣
が
生
じ
る
→
福
が
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
い
う
機
制
を
說

朙
す
る
た
め
に
、
黃
宗
羲
が
持
ち
出
す
の
は
、「
小
德
川

、
大
德
敦
化
」（『
中

庸

句
』
第
三
十

）、「
一
本

殊
、

殊
一
本
」
と
い
っ
た
文
言
で
あ
る（
（（
（

。「
一

本

殊
」
と
い
え
ば
、
黃
宗
羲
が
、
學
者
に
と
っ
て
自
得
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

說
く
文
脉
で
、「
眞
理
が
一
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
學
者
ご
と
に
多

な
形
を
と

り
う
る
」
こ
と―

い
わ
ば
「
學
說
の
多
元
性
」―

を
擁

す
る
た
め
に
、
引

照
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
い
ま
、「
洪
範
皇
極
講
義
」
で
は
、
力
點

の
置
き
ど
こ
ろ
は

な
っ
て
お
り
、
比
重
は
、「

殊
」
よ
り
も
む
し
ろ
「
一

本
」
の
側
に
か
か
っ
て
い
る
。「

殊
で
あ
っ
て
も
一
本
で
あ
る
」
か
ら
に
は
、

心
の
善
惡
と
天
の
も
た
ら
す
禍
福
と
が
、
と
も
に
氣
の
は
た
ら
き
の
結
果
と
し
て

根
っ
こ
を
一
に
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

黃
宗
羲
は
自
身
の
立
場
を
、
氣
に

し
て
感
應
を
說
く
漢
代
以
來
の
天
人
相
關

說
（「
數
」
の
論
）
と
、
陸
九
淵

の
衟
德
論
（「
理
」
の
論
）
と
を
總
合
す
る
も
の

と
し
て
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
。

世
人
に
は
、
唐
の
柳
宗
元
・
劉
禹
錫
が
天
を
論
じ
た
よ
う
に
、
倉
卒
な
考
え

や

着
き
を
缺
い
た
心
で
も
っ
て
、
天
と
人
と
の
對
應
何
如
を
う
か
が
い
知

ろ
う
と
す
る
者
が
と
も
す
れ
ば
多
い
。
そ
こ
で
、
わ
た
し
は
、
こ
の
講
義
に

よ
っ
て
象
山
の
言
い
足
り
な
い

分
を
補
う
こ
と
に
す
る
。『
洪
範
』
一
書

に
つ
い
て
、
劉
向
・
劉

父
子
は
、
數
を
論
じ
る
が
理
に
は
說
き
及
ん
で
お

ら
ず
、
象
山
は
理
を
論
じ
て
も
、
數
に
は
及
ん
で
お
ら
ず
、
い
ず
れ
も
十
分

で
は
な
い
。（「
洪
範
五
皇
極
講
義
」、「
世
人
往
往
以
俄
頃
之
見
・
躁
妄
之
心
、
窺
測

天
人
㊒
合
㊒
不
合
、
如
唐
人
柳
・
劉
之
論
天
者
多
矣
。
某
故
以
此
補
象
山
之
闕
文
。

り
も
な
お
さ
ず
福
で
あ
り
、
惡
で
あ
れ
ば
禍
な
の
だ
」
と
い
う
い
わ
ば
「
以
義
爲

利
」
式
の
論
法
で
、
善
と
福
、
惡
と
禍
と
が
そ
れ
ぞ
れ
に
背
反
す
る
狀
況
を
消
し

去
っ
て
し
ま
う
。
曰
く
、
心
が
不
正
で
あ
れ
ば
、
牢
獄
・
汚
穢
の
う
ち
に
身
を
置

く
の
も
同
然
で
あ
る
。
心
が
正
し
け
れ
ば
、
貧
賤
・
患
難
の
う
ち
に
身
を
置
い
た

と
し
て
も
福
德
で
あ
る
、
と
。

そ
も
そ
も
、
陸
九
淵
が
、

門
に
お
い
て
洪
範
皇
極
を
講
じ
た
の
は
、
上
元
の

日
に
恆
例
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
衟
敎
式
の
祈
福
に
代
え
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

「
善
こ
そ
が
福
で
あ
る
」
と
は
、
吏
民
に
對
し
て
、
神
佛
賴
み
で
も
、
富
貴
目
當

て
で
も
な
く
、「
此
の
心
を
全
う
し
、
邪
惡
に
陷
ら
ざ
る
」
こ
と
そ
れ
自
體
を
目

的
と
し
て
志
す
よ
う
に
呼
び
か
け
た
の
で
あ
る
。
黃
宗
羲
は
「

門
講
義
」
の
こ

う
し
た
趣
旨
を
、

仲
舒
の
い
わ
ゆ
る
「
正
義
・
衟
理
に
か
な
っ
て
い
る
か
を
問

題
と
し
、
利
益
は
度
外
視
す
る（

（（
（

」
に
合
致
す
る
と
し
て
、
衟
德
論
の
次
元
で
は
こ

れ
こ
そ
が
正
論
で
あ
る
こ
と
を
承
認
す
る
。
し
か
し
、
黃
宗
羲
は
、「
善
こ
そ
が

福
」
を
認
め
な
が
ら
も
、
あ
く
ま
で
、「
善
が
福
を
、
惡
が
禍
を
も
た
ら
す
」
と

い
う
議
論
を
放

す
る
こ
と
は
な
い
。

（
善
こ
そ
が
福
だ
、
と
い
う
の
は
正
論
で
あ
る
が
）
し
か
し
、
天
人
の
閒
の
感
應

の
衟
理
と
い
う
の
は
、
實
に
確
か
で
あ
っ
て
、
寸
分
た
り
と
も
狂
い
の
生
ず

る
こ
と
は
な
い
。
思
う
に
禍
福
は
數
で
あ
り
、
數
は
氣
に
〔
生
じ
る
〕。
善

惡
は
心
で
あ
り
、
心
は
理
に
も
と
づ
く
。
理
と
氣
と
は
不
可
分
で
あ
り
、
一

本
に
し
て

殊
、
殊
に
し
て
一
本
で
あ
る
。
福
と
善
と
は
源
を
同
じ
く
し
、

禍
と
惡
と
は
結
び
あ
っ
て
い
る
。
も
し
、
禍
福
が
で
た
ら
め
に
生
じ
て
、
善

惡
と
の
對
應
が
無
い
と
な
る
と
、

殊
で
あ
り
な
が
ら
一
本
で
は
な
い
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
大
德
は
そ
の
厚
い
仁
愛
に
よ
っ
て

物
に
は
た
ら
き
か

け
る
に
は
十
分
で
な
く
、
小
德
の
は
た
ら
き
は
絕
え
ん
ば
か
り
と
い
う
こ
と

に
な
る
。（「
洪
範
皇
極
講
義
」、「
然
天
人
感
應
之
理
、實
鑿
鑿
不
爽
毫
髮
。
禍
福
者
、



許
三
禮
の
海
昌
講
會
と
黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」

一
五
九

洪
範
一
書
、
劉
氏
父
子
言
數
、
而
不
及
理
、
象
山
言
理
而
不
及
數
、
皆
未
爲
得
也
。」）

黃
宗
羲
が
、「
氣
一
元
の
存
在
論
に
よ
っ
て
、
善
惡
と
禍
福
と
の
對
應
を
說
朙

づ
け
、
一
方
、
倫
理
的
敎
說
と
し
て
は
、
善
そ
れ
自
體
を
目
的
と
し
て
追
求
す
る

こ
と
を

奬
す
る
」
と
い
う
兩
面
で
立
論
す
る
の
は
、
一
方
は
、
天
人
分
離
論
へ

の
對
抗
と
し
て
、
も
う
一
方
は
、
利
得
に
よ
っ
て
善
に
誘
導
し
よ
う
と
す
る
打
算

的
衟
德
論
に
墮
す
る
こ
と
へ
の
抑
止
と
し
て
理
解
で
き
よ
う（
（（
（

。
こ
う
し
た
兩
面
で

の
立
論
は
、「
儒
行
講
義
」
に
お
い
て
、
天
下
を
擔
う
に
足
る
豪
杰
と
、
言
行
・

進
退
の

端
を
正
す
篤
實
な
君
子
と
の
兩
面
を
具
備
す
る
も
の
と
し
て
、「
眞

儒
」
像
を

出
し
た
こ
と
と
似
通
っ
て
い
る
。
一
論
題
か
ら
大
義
を
引
き
出
し
て

講
ず
る
際
に
、
正
反
對
と
は
言
わ
な
い
ま
で
も
方
向
を

に
す
る
兩
面
に
む
け
て

議
論
を
展
開
し
て
い
る
の
は
、
黃
宗
羲
の
穩
健
な
學
風
と
そ
れ
を

え
る
平
衡
感

覺
と
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

結　

語

黃
宗
羲
が
、「
海
昌
五
經
講
義
」
に
お
い
て
、
各
論
題
か
ら
引
き
出
し
た
理
念

は
、「
春
王
正
⺼
講
義
」
を
措
く
と
、
そ
れ
ぞ
れ
、「
泰
卦
の
『
通
』
に
か
な
っ
て
、

氣
が
生
き
生
き
と
通
い
合
っ
た
社
會
。
そ
れ
に
、『
通
』
を
招
來
す
る
君
子
の
責

務
」「
民
の
生
活
を

足
さ
せ
る
こ
と
に
重
き
を
置
く
政
治
」「
禍
福
と
善
惡
の
對

應
に
あ
ら
わ
れ
る
天
人
の
合
一
」「
天
下
を
擔
う
氣
槪
を
そ
な
え
、
な
お
か
つ
規

榘
を
守
る
『
眞
儒
』」
で
あ
る
。
各
題
に
つ
い
て
の
許
三
禮
の
答
問
を
見
る
か
ぎ

り
、
こ
う
し
た
理
念
の
內
實
は
、
黃
宗
羲
と
許
三
禮
と
の
閒
で
は
大
筋
で
共
㊒
さ

れ
て
い
る
。
兩
者
の
關
係
に
は
、
名

あ
る
在
野
の
學
者―

た
だ
し
、
淸
朝
體

制
と
の
關
係
と
、
學
派
の
正

性
何
如
と
い
う
點
で
不
安
な
要
因
を
抱
え
て
い
る

―

と
、
そ
の
名

に
乗
ず
る
地
方
官
と
が
、
見
解
の
相
違
を

立
て
る
こ
と
な

く（
（（
（

、

範
的
な
講
會
を
共
同
で
演
出
し
た
と
い
う
馴
れ
合
い
の
面
が
無
い
わ
け
で

は
な
い
。
だ
が
、
そ
う
し
た
一
面
は
あ
る
に
し
て
も
、
兩
者
の
思
想
面
で
の
共
鳴

は
、
皮
相
な
程
度
で
は
な
く
、
許
三
禮
が
整
え
た
講
會
の
場
の
方
向
性
が
あ
っ
て

こ
そ
、
黃
宗
羲
は
、
右
の
理
念
を
存
分
に
講
ず
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

た
だ
し
、
黃
宗
羲
と
許
三
禮
と
で
は
、
理
念
を
共
㊒
す
る
に
し
て
も
、
經
書
解
釋

の
上
で
の
表
現
の
あ
り
方
は
次
の
よ
う
な
意
味
で

な
っ
て
い
た
。

「
伊
川
は
『
大
衟
理
』
は
わ
か
っ
て
い
た
が
、
經
書
を
衟
理
の
側
に
こ
じ
つ
け

て
お
り
、『
易
』
の
解
釋
に
は
な
っ
て
い
な
い
」
と
は
、
朱
熹
が
、
程
頤
の
『
易

傳
』
を
評
し
た
語
で
あ
る
（『
語
類
』
卷
六
七
第
二
四
條
）。『
易
傳
』
に
類
し
た
經

書
の
㊟
釋
や
科
擧
の
經
義
に
比
べ
て
自
由
度
は
增
す
と
は
い
え
、
經
書
講
義
も
ま

た
、
あ
く
ま
で
經
書
の
一
篇
・
一

節
に

し
て
政
治
・
學
問
の
「
大
衟
理
」
を

說
く
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
經
書
本
文
と
そ
の
先
行
解
釋
と
い
う
枠
を
安
易
に

踏
み
越
え
た
の
で
は
、
講
義
の
安
定
性
を
缺
い
て
し
ま
う
。
こ
の
點
、
黃
宗
羲

「
海
昌
五
經
講
義
」
の
特
色
は
、「
通
經
致
用
」
の
實
踐
と
し
て
經
文
か
ら
引
き
出

し
て
み
せ
た
「
大
衟
理
」
だ
け
で
な
く
、
經
書
講
義
が
經
書
講
義
と
し
て
成
立
し

う
る
制
約
の
枠
內
で
、「
大
衟
理
」
を
ど
の
よ
う
に
引
き
出
し
て
展
開
し
て
見
せ

て
い
る
か
、
と
い
う
立
論
の

分
に
も
存
し
た
。
黃
宗
羲
は
、「
泰
卦
講
義
」
で

は
、
ほ
ぼ
經
文
の
全
文
を
解
釋
し
、「
七
⺼

火
講
義
」「
儒
行
講
義
」
で
は
、
一

篇
を
分
節
し
て
、
各
節
の
槪
要
を
述
べ
て
い
る
。
黃
宗
羲
は
、
許
三
禮
の
よ
う
に

經
書
一
篇
の
一

分
を
足
掛
か
り
に
自
由
に
議
論
を
膨
ら
ま
せ
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
、
篇

全
體
の
趣
旨
に

し
て
、
議
論
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
先
行
諸
說
の
參
照
と
組
み
込
み
と
い
う
點
で
も
ま
た
、
黃
宗
羲
は
、
新

奇
さ
と
壯
語
ぶ
り
を
特
色
と
す
る
許
三
禮
と
は
對
照
を
な
す
。「
洪
範
皇
極
講

義
」
を
例
に
と
っ
て
再
確
認
す
る
と
、
黃
宗
羲
は
、「
天
人
の
相
關
が
ど
の
よ
う

な
仕
組
み
で
成
立
す
る
か
」
と
い
う
常
套
的
な
問
題
を
設
定
し
、
先
行
說
と
學

者
に
共
㊒
さ
れ
る
心
性
理
氣
論
の
遺
產―

共
㊒
の
遺
產
で
あ
る
が
、「
理
氣
合
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一
六
〇

一
」
と
い
う
黃
宗
羲
の
立
場
を
標

し
う
る
要
所
で
も
あ
る―

を

り
込
ん
で

議
論
を
組
み
立
て
て
い
た
。
そ
の
構
成
要
素
は
、
①
政
治
の
良
否
と
災

と
が
氣

の
調
和
を
介
し
て
對
應
す
る
、
と
い
う
漢
代
以
來
の
災

論
、
②
朱
熹
の
「
小
德

川

、
大
德
敦
化
」
解
釋
と
、「
一
本

殊
」
說
、
③
朱
子
學
の
理
氣
二
元
論
へ

の
對
抗
解
釋
で
あ
る
「
理
氣
合
一
之
說
」、
④
「
善
惡
す
な
わ
ち
禍
福
」
と
す
る

陸
九
淵
の
「

門
講
義
」
で
あ
る
。
槪
括
的
に
評
價
し
て
し
ま
え
ば
、
あ
い
も
か

わ
ら
ぬ
①
の
主
張
な
の
で
あ
る
が
、
②
③
を
組
み
込
む
こ
と
で
、
天
地
自
然
の
氣

化
と
人
の
營
爲
と
が
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
相
關
す
る
の
か
を
、
心
性
理
氣
の
用

語
で
說
朙
し
、
ま
た
、
同
時
に
次
元
の

な
る
④
を
も
竝
立
さ
せ
て
、
功
利
論
へ

の
轉

に
齒
止
め
を
か
け
て
い
た
。
總
ず
る
に
、
經
書
か
ら
の
「
大
衟
理
」
の
引

申
と
、
經
書
講
義
と
し
て
の
安
定
性
（
＝
經
文
に

し
、
先
行
說
に
沿
う
）
と
を
兩

立
さ
せ
る
點
に
、
黃
宗
羲
の
經
書
講
義
の
本
領
が
存
す
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
、「
海
昌
五
經
講
義
」
五
篇
を
、
各
篇
ご
と
の
「
大
衟
理
」
と
、
經

書
講
義
と
し
て
の
組
み
立
て
と
を
把
握
す
る
こ
と
に
重
き
を
置
い
て
檢
討
し
た
。

そ
し
て
、
ま
と
ま
り
を
持
つ
一
篇
の

れ
に
沿
っ
た
讀
み
の
結
果
と
し
て
、
黃
宗

羲
の
開
朙
性
が
見
て
取
ら
れ
る
文
言
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
を
一
篇
の
趣
旨
か
ら
獨

立
に
取
り
出
し
て
意
味
づ
け
る
場
合
と
は
、

な
っ
た
理
解
に
逹
し
た
。「
後
世

の
民
は
自
ら
養
っ
て
い
る
」
に
類
し
た
文
言
が
、『
朙
夷
待
訪
錄
』
な
ど
に
繰
り

﨤
し
て
あ
ら
わ
れ
る
が
、「
七
⺼

火
講
義
」
の
行
文
に
照
ら
し
て
こ
の
語
を
讀

む
な
ら
ば
、
そ
こ
に
、
財
產
保
㊒
へ
の
意

の
變
化
や
、

說
と
質
的
に
一
線

を
畫
す
る
新
た
な
民
本
主
義
を
讀
み
と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
、『
朙

夷
待
訪
錄
』
に
つ
い
て
も
、「
海
昌
五
經
講
義
」
五
篇
を
取
り
扱
う
の
と
同

に
、

各
篇
ご
と
の
論
旨
に
沿
っ
て
讀
め
ば
、
そ
こ
に
說
か
れ
る
「
自
養
」
論
の
含
意
は
、

「
七
⺼

火
講
義
」
と
⻝
い
違
う
と
こ
ろ
は
な
い
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
見
解
で

あ
る
。

「
海
昌
五
經
講
義
」
は
、
黃
宗
羲
の
學
術
に
關
し
て
ま
っ
た
く
の
新
し
い
面
貌

を
我
々
に
傳
え
る
わ
け
で
は
な
い
。
だ
が
、
こ
の
講
義
錄
を
通
じ
て
、
第
一
に
は
、

黃
宗
羲
の
經
書
講
義
に
つ
い
て
、
理
念
の
引
伸
と
經
文
の
解
說
と
を
兩
立
さ
せ
る

そ
の
安
定
し
た

式
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
第
二
に
は
、
講
義
に

盛
ら
れ
た
黃
宗
羲
の
政
治
論
や
心
性
理
氣
論
を
、
あ
く
ま
で
、
經
書
講
義
と
い
う

一
篇
の
ま
と
ま
り
の
中
に
お
い
て
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
意
味
す
る
と

こ
ろ
を
改
め
て
檢
討
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
二
つ
の
點
に
お
い
て
、
全
四
千

字
ほ
ど
の
分
量
に
過
ぎ
な
い
「
海
昌
五
經
講
義
」
は
、
黃
宗
羲
の
學
術
を
考
え
る

上
で
の
重
要
な
文
獻
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

㊟
（
１
）　

黃
宗
羲
の
傳
記
類
の
中
で
、
海
寧
講
會
に
つ
い
て
、『
天
中
許
子
政
學
合
一
集
』

を
用
い
て
詳
細
に
論
じ
る
の
は
、
方
祖
猷
『
黃
宗
羲
長
傳
』（
浙
江
大
學
出
版
社
、

二
〇
一
一
年
）「
六
．
三

作
亂
、
康
熙
右
文
」
で
あ
り
、「
海
昌
五
經
講
義
」
に
つ

い
て
も
、
う
ち
三
篇
の
論
點
や
、
劉
宗
周
の
所
說
の
影
响
を
指

し
て
い
る
。

（
２
）　

本
稿
で
は
、
許
三
禮
『
天
中
許
子
政
學
合
一
集
』
三
卷
續
二
卷
は
、
東
京
大
學
東

洋
文
化
硏
究
所
所

の
康
熙
刊
・
光
緖
中
補
刊
本
を
用
い
、
黃
宗
羲
の

作
は
、
浙

江
文
叢
版
『
黃
宗
羲
全
集
』（
浙
江
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
二
年
）
に
も
と
づ
く
。

『
政
學
合
一
集
』
に

め
ら
れ
た
黃
宗
羲
の
文

で
は
、「
海
昌
五
經
講
義
」
の
ほ
か

に
、「
姚
江
黃
梨
洲
先
生
來
書
」「
聖
學
問
答
序
」
が
『
全
集
』
未

錄
で
あ
る
。
ま

た
、「
丁
巳
問
答
」
第
十
四
條
と
楊
中
訥
「
經
義
問
答
」（「
海
昌
講
學
會
語
」）
の
問

者
は
、
黃
宗
羲
で
あ
る
。

（
３
）　

許
三
禮
の
履
歷
に
つ
い
て
は
、『
政
學
合
一
集
』
卷
頭
の
行
狀
（
許
廸
澍
撰
）、

誌
銘
（
仇
兆
鰲
撰
）、
そ
れ
に
、
黃
宗
羲
「
兵

督
捕
右
侍
郞
酉
山
許
先
生

誌
銘
」

（『
全
集
』
碑
誌
類
）
を
參
照
。
學
問
上
の
遍
歷
に
關
し
て
は
、
許
三
禮
自
身
の
回
顧

（「
丁
巳
問
答
」
第
三
條
）
が
詳
し
い
。
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（
４
）　

呂
妙

「
淸
初
河
南
的
理
學
復
興
與
孝
弟
禮
法
敎

」（
高
朙
士
編
『
東
亞
傳

敎

與
學
禮
學
規
』
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
〇
五
年
）

（
５
）　
『
政
學
合
一
集
』
の
「
聖
學
直
指
序
言
」
に
お
い
て
、「
こ
の
千
年
來
、『
以
天
註

理
』『
喜
云
心
中
自
㊒
天
』
で
あ
る
た
め
に
、『
貫
天
人
之
聖
學
』
が
途
絕
え
て
し
ま

っ
た
」
と
す
る
許
三
禮
の
立
場
が

約
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

（
６
）　

朙
末
淸
初
に
お
け
る
「
天
」

の
傾
向
と
儒
敎
に
お
け
る
宗
敎
的
側
面
の
增
幅
に

つ
い
て
は
、
吳
震
「「
事
天
」
與
「
尊
天
」―

朙
末
淸
初
儒
者
的
宗
敎
關
懷
」（『
朙

末
淸
初

善
運
動
思
想
硏
究
』、
國
立
臺
灣
大
學
出
版
中
心
、
二
〇
〇
九
年
）
を
參
照
。

（
７
）　

王

森
「
朙
末
淸
初
儒
學
的
宗
敎
化
」（『
晚
朙
淸
初
思
想
十
論
』
復
旦
大
學
出

版
社
、
二
〇
〇
四
年
）。
劉
耘

は
、
天
を
め
ぐ
る
許
三
禮
の
思
想
・
實
踐
を
專
論

し
、
許
が
、
主
宰
性
を
備
え
た
天
を
、「
理
」
と
し
て
人
の
心
や
性
に
內
在
す
る
天

か
ら
は
區
別
さ
れ
る
も
の
と
し
て
措
定
し
、
衟
德
實
踐
の
他
律
的
要
素
を
强
め
て
い

る
（「
愼
獨
」
さ
え
も
「
天
が
心
に
臨
む
」
こ
と
を
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）

こ
と
を
指

す
る
。
ま
た
、
劉
氏
は
、
許
三
禮
の

天
思
想
が
、
海
昌
講
會
の
參
加

者
を
介
し
て
一
定
の
廣
が
り
を
持
っ
た
こ
と
を
朙
ら
か
に
し
て
い
る
。
劉
耘

「
依

「
天
」
立
義―

許
三
禮
的

天
思
想
再
探
」（『
依
天
立
義―

淸
代
歬
中
朞
江
南

文
人
應
對
天
主
敎
文
化
硏
究
』、
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
四
年
）
參
照
。

（
８
）　

彭
孫
遹
（
嘉
興
府
海
鹽
）
は
徐
秉
義
の
兄
乾
學
の
意
を
體
し
て
參
會
し
た
と
い

う
（
黃
炳

『
黃
梨
洲
先
生
年
譜
』
康
熙
十
五
年
條
）。
許
三
禮
は
、
康
熙
二
十
八
年
、

副
都

史
在
任
中
に
、
徐
乾
學
の
不
法
を
彈

す
る
こ
と
に
な
る
。

（
９
）　

海
寧
縣
出
身
で
康
熙
十
四
年
鄕
試
に
及
第
し
た
八
名
の
う
ち
許
汝
霖
・
陳
齊
永
ら

七
名
が
參
會
し
て
い
る
。

（
10
）　

㆛
辰
講
會
に
お
け
る
十
八
の
論
題
と
そ
れ
ぞ
れ
の
講
義
錄
、
質
疑
應
答
の
問
者
は

次
の
と
お
り
。
質
疑
の
答
者
は
す
べ
て
許
三
禮
で
あ
る
。

○
第
一
回
…
…
①
『
大
學
』
首

→
徐
倬
問　

②
『
孟
子
』
盡
心
下
末

→
朱
嘉

問

○
第
二
回
…
…
③
『
論
語
』
里
仁
「
富
與
貴
」

→
姜
宸

問　

④
『
中
庸

句
』

「
衟
不
遠
人
」
　

→
陳
近
思
問

○
第
三
回
…
…
⑤
『
周
易
』
泰
卦
→
黃
宗
羲
講
義
、
楊
中
訥
問
、
應
撝
謙
問　

⑥

『
尙
書
』
洪
範
→
黃
宗
羲
講
義
、
陳
乾

問　

⑦
『
毛
詩
』
豳
風
・
七
⺼
→
黃
宗

羲
講
義
、
朱
嘉

講
義
、
張

問　

⑧
『
春
秋
』「
春
王
正
⺼
」
→
黃
宗
羲
講
義
、

翁
鏘
鳴
問　

⑨
『
禮
記
』
儒
行
→
黃
宗
羲
講
義
、
楊
中
訥
及
黃
宗
羲
問
、
査
二
南
問

○
第
四
回
…
…
⑩
『
論
語
』
學
而
首

→
魏
象
樞
講
義
、
陳
近
思
講
義
、
金

問　

⑪
『
論
語
』
學
而
「
君
子
不
重
」

→
魏
象
樞
講
義
、
沈
珩
講
義
、
陳

問　

⑫

『
孟
子
』
吿
子
上
「
仁
人
心
也
」

→
魏
象
樞
講
義
、
王
植
初
問　

○
第
五
回
…
…
⑬
『
中
庸
』
首

「
天
命
謂
性
」

→
陳
論
講
義
、
金
子
京
問
、
仇

兆
鰲
に
よ
る
後
日
の
整
理
（「
問
疑
」）　

⑭
「
孔
顏
之
樂
」（
周
敦
頤
と
二
程
の

「
顏
子
・
仲
尼
樂
處
」
論
）
→
邵
光
胤
講
義
、
潘
耒
問　

⑮
『
論
語
』
堯
曰
首

→
孫
治
問

○
第
六
回
…
…
⑯
『
大
學
』「
誠
意
」

→
沈
珩
問　

⑰
『
論
語
』
里
仁
「
一
貫
」

→
陳
論
問　

⑱
『
孟
子
』
盡
心
上
「
良
知
」

→
許
去
涯
問

（
11
）　
「
留
別
海
昌
同
學
序
」（『
全
集
』
雜
文
類
）。
黃
宗
羲
は
、
每
回
で
こ
そ
な
い
も
の

の
、
許
三
禮
が
離
任
す
る
ま
で
の
五
年
閒
を
通
じ
て
參
加
し
て
い
る
（
㊟（
３
）所
揭

「
兵

督
捕
右
侍
郞
酉
山
許
先
生

誌
銘
」）。

（
12
）　

黃
宗
羲
の
回
顧
す
る
と
こ
ろ
で
は
、
彼
の
講
義
に
對
し
て
參
會
者
か
ら

論
が

出
し
た
た
め
、
一
先
生
の
說
に
囚
わ
れ
る
こ
と
な
く
自
得
す
る
よ
う
敎
え
諭
し
た
と

い
う
（『
全
集
』
序
類
「
陳
叔
大
四
書
述
序
」）。
な
お
、
海
昌
講
會
で
の
話
題
の
多

彩
さ
の
一
例
と
し
て
、
康
熙
十
七
年
講
會
で
は
、
李
贄
の
思
想
が
、
そ
の
「
絕
世
聰

朙
」「
讀
書
破

卷
」
で
あ
っ
た
こ
と
を
歬
提
に
議
論
に
の
ぼ
さ
れ
て
い
る
（「
戊
午

問
答
」
來
孫
謀
問
）。

（
13
）　
「
豳
風
七
⺼
と
無
逸
が
主
題
を
共
㊒
す
る
」
と
は
、
七
⺼
詩
の
孔
穎
逹
正
義
に
見

え
る
。『
尙
書
』
無
逸
は
七
⺼
と
同
じ
く
、
周
公
の
手
に
な
る
と
さ
れ
、
冐
頭

に

「
君
子
は
、
農
業
の
困
難
を
知
っ
て
、
そ
の
上
で
、
家
・
人
が
滿
ち
足
り
た
安
樂
を
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六
二

目
指
す
」
と
見
え
る
。
朙
の
嘉
靖
帝
は
西

の
無
逸
殿
に
お
い
て
、
內
閣
大
學
士
に

七
⺼
詩
と
無
逸
を
講
じ
さ
せ
て
い
る
（『
朙
世
宗
實
錄
』
卷
一
百
三
十
嘉
靖
十
年
九

⺼
壬
申
條
）。

（
14
）　
「
三
代
授
田
、
民
養
于
上
者
也
。
後
世
買
田
以
養
上
、
而

橫
征
暴
斂
、
使
民
不

得
自
養
。」

（
15
）　

溝
口
雄
三
「『
朙
夷
待
訪
錄
』
の
歷
史
的
位
置
」（『
中
國
歬
近
代
思
想
の
屈
折
と

展
開
』、
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
〇
年
）
參
照
。「
自
㊒
」「
自
養
」
論
は
、『
朙

夷
待
訪
錄
』
田
制
一
・
二
と
『
破
邪
論
』
賦
稅
に
見
え
る
。

（
16
）　
『
儒
行
集
傳
』
の
『
四
庫
提
要
』
は
、
儒
行
篇
に
對
す
る
黃
衟
周
の
關
心
は
、
彼

の
「
負
氣
敢
言
」「
直
節
淸
德
」
と
關
わ
る
と
す
る
。
許
三
禮
が
、
黃
衟
周
の
講
學

（『
榕
壇
問
業
』）
を
意

し
て
い
た
こ
と
は
、「
北
山
問
答
序
」
で
確
認
で
き
る
。

（
17
）　
「
知
は
行
の
主
意
…
…
」
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
知
行
合
一
」
を
解
說
し
た
語
で
あ

る
（『
傳
習
錄
』
卷
上
）。「
儒
行
講
義
」
に
お
い
て
、
黃
宗
羲
は
、「
心
體
純
一
」
で

あ
る
こ
と
と
、
行
い
の

端
が
宜
し
き
に
か
な
う
こ
と
と
の
緊
密
な
結
び
つ
き
を
、

「
知
」
と
「
行
」
と
の
一
體
的
關
係
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

（
18
）　

羅
洪
先
「
與
吳
疎
山
」
に
「
今
或
㊒
誤
認
猖
狂
以
爲
廣
大
、

喜
動
作
、
名
爲
心

體
、
情
欲
縱
恣
、
意
見
橫
行
」、「
答
劉
汝
周
」
に
「
但
後
儒
指
理
爲
格
式
見
套
、
稍

涉
拘
泥

離
」
と
見
え
る
。
そ
れ
ぞ
れ
、
陽
朙
後
學
文
獻
叢
書
『
羅
洪
先
集
』（
南

京
鳳
凰
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
）
卷
十
と
卷
七
。
い
ず
れ
の
書

も
、『
朙
儒
學
案
』

卷
十
八
江
右
王
門
學
案
三
・
羅
洪
先
に
採
錄
さ
れ
て
い
る
。

（
19
）　

劉
敞
「
上
仁
宗
論
辨
邪
正
」（『
公
是
集
』
卷
三
十
一
）、

轍
「
乞
分
別
邪
正
箚

子
」（『
欒
城
集
』
卷
四
十
三
）、
張
浚
「
否
泰
卦
解
義
」（『
玉
海
』
卷
三
十
六
）

（
20
）　

山
井
湧
「
朙
淸
時
代
に
お
け
る
氣
の
哲
學
」「
朙
代
に
お
け
る
氣
の
哲
學
の
成
立
」

（『
朙
淸
思
想
史
の
硏
究
』、
東
京
大
學
出
版
會
、
一
九
八
〇
年
）、
馬
淵
昌
也
「
朙
代

後
朞
に
お
け
る
「
氣
の
哲
學
」
の
三
類
型
と
陳
確
の
新
思
想
」（
奧
崎
裕
司
編

『
朙

淸
は
い
か
な
る
時
代
で
あ
っ
た
か
』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）
參
照
。
黃
宗
羲

自
身
は
、
氣
一
元
の
存
在
論
と
「
性
と
情
は
不
可
分
の
も
の
と
し
て
心
を
構
成
す

る
」
と
い
う
心
性
論
と
を
ひ
っ
く
る
め
て
、「
理
氣
合
一
之
說
」
と
呼
ぶ
（『
孟
子
師

說
』
卷
六
「
公
都
子
問
性
」

）。

（
21
）　
『
河
南
程
氏
遺
書
』
卷
三
第
四
十
五
條
、『
近
思
錄
』
衟
體
篇
所

。

（
22
）　

朱
熹
は
、「
惻
隱
の
心
」
を
「
已
發
の
情
」
に
當
て
る
た
め
（『
孟
子
集
㊟
』
公
孫

丑

句
上
）、「
體
中
が
…
…
」
と
は
言
っ
て
も
、「
惻
隱
の
心
」
は
あ
く
ま
で
「
一

時
的
に
發
動
し
體
を
滿
た
す
」
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
劉
宗
周
・
黃
宗
羲
の
說
で

は
、
性
と
意
・
情
を
心
の
未
發
・
已
發
に
分
屬
さ
せ
ず
、
意
・
情
は
、
未
發
段
階
に

お
い
て
心
を
正
し
く
保
つ
中
樞
の
は
た
ら
き
を
し
て
い
る
（
い
わ
ゆ
る
「
意
者
、
心

之
所
存
」）。
こ
の
立
場
か
ら
は
、「
體
中
が
…
…
」
と
は
、「
一
時
の
發
動
」
で
は
な

く
、「
未
發
の
平
時
か
ら
體
を
滿
た
し
て
い
る
」
こ
と
に
な
り
、
具
體
的
に
は
、「（
惻

隱
の
心
が
）
休
み
な
く
は
た
ら
き
め
ぐ
り
、
外
物
に
觸
れ
る
こ
と
が
あ
れ
ば

り
出

る
」（『
孟
子
師
說
』
卷
二
「
周

而
無
閒
斷
…
…
遇
㊒
感
觸
、
忽
然

出
來
」）
と

い
う
形
象
で
理
解
さ
れ
る
。
黃
宗
羲
は
、「
滿
腔
子
是
惻
隱
之
心
」
の
說
朙
に

し
て
、

朱
子
學
の
「
發
者
是
情
、
存
者
是
性
」
を
批

し
て
お
り
、
彼
に
と
っ
て
、
程
顥
の

こ
の
語
は
、
宋
朙
學
に
共
㊒
さ
れ
る
遺
產
の
中
で
も
、
自
說
に
よ
り
整
合
す
る
語
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

（
23
）　
「
泰
卦
講
義
」
に
は
、
一
點
、
次
の
よ
う
な
黃
宗
羲
の
獨
自
說
が
見
ら
れ
る
。
君

子
を
象

す
る
泰
卦
の
爻
辭
に
、
鬱
鬯
を

め
る
た
め
の
「

」
や
、
そ
な
え
も
の

の
「
血
」
な
ど
、
祭
祀
に
關
す
る
（
と
解
し
得
る
）
事
物
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
理

由
に
つ
い
て
、
黃
宗
羲
は
、
新
た
な
說
朙
と
し
て
「
古
代
、
諸
侯
か
ら
天
子
に
推

さ
れ
た
士
に
つ
い
て
は
、
射
禮
に
お
い
て
禮
節
に
か
な
っ
た
振
る

い
が
で
き
る
か

を
試
驗
し
、
そ
の
上
で
、
祭
祀
に
參
加
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
つ
ま
り
、
祭
祀
に
參

加
し
う
る
か
否
か
が
、
君
子
で
あ
る
か
否
か
を
示
し
て
い
た
か
ら
だ
」
と
論
じ
て
い

る
。「
泰
卦
講
義
」
に
目
を
通
し
た
李
光
地
は
、
黃
宗
羲
が
泰
卦
の
爻
辭
と
祭
祀
を

結
び
つ
け
た
こ
と
を
、「
こ
じ
つ
け
で
あ
り
、
子
供
の
冗
談
に
も
ひ
と
し
い
」
と
評



許
三
禮
の
海
昌
講
會
と
黃
宗
羲
「
海
昌
五
經
講
義
」

一
六
三

し
て
い
る
（『
榕
村
續
語
錄
』
卷
九
本
朝
人
物
第
14
條
）。

（
24
）　

上
野
賢
知
「
春
秋
正

論
源

」（『
春
秋
左
氏
傳
雜
考
』
東
洋
文
化
硏
究
所
、
一

九
五
九
年
）
參
照
。

（
25
）　
「
春
王
正
⺼
講
義
」
で
は
、
①
三
代
の
文
獻
で
、
二
分
・
二
至
に
四
季
が
冠
さ
れ

て
い
な
い
の
は
、
四
季
・
⺼
數
が
曆
ご
と
に
移
易
し
た
こ
と
の
證
據
で
あ
る
、
②

『
周
禮
』
大
司
樂
に
は
例
外
的
に
「
冬
日
至
」「
夏
日
至
」
と
見
え
る
が
、『
周
禮
』

は
後
世
の
僞
書
で
あ
る
の
で
根
據
た
り
え
な
い
、
と
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

黃
宗
羲
が
門
人
で
あ
る

斯
大
の
所
說
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
。
黃
宗
羲
「
答

宗
質
疑
書
」（『
全
集
』
書
類
）、

斯
大
「
古
曆
分
至
不
繫
時
」（『
學
禮
質
疑
』

卷
一
）。

（
26
）　

劉
禹
錫
「
天
論
」（『
劉

得
文
集
』
卷
十
二
）。

（
27
）　

洪
範
篇
の
解
釋
上
の
爭
點
と
、
特
に
北
宋
朞
に
お
い
て
天
人
分
離
論
の
傾
き
を
も

っ
た
張
景
ら
の
洪
範
解
釋
に
つ
い
て
は
、
吾
妻
重
二
「「
洪
範
」
と
宋
代
政
治
思
想

の
展
開―

災

說
と
皇
極

念
」（『
朱
子
學
の
新
硏
究
』、
創
文
社
、
二
〇
〇
四

年
）
を
參
照
。

（
28
）　
『
象
山
先
生
全
集
』
卷
二
十
三
「

門
軍
上
元
設
廳
講
義
」。

（
29
）　

陸
九
淵
・
黃
宗
羲
に
お
け
る
「
衷
」
と
「
極
」
の
關
係
は
、
朱
熹
が
『
中
庸
』
首

に

し
て
說
く
「
性
」
と
「
敎
」
の
關
係
に
相
當
す
る
。

（
30
）　
「
正
其
誼
不
謀
其
利
、
朙
其
衟
不
計
其
功
」
は
、

仲
舒
が
江
都
易
王
劉
非
に
對

問
し
た
語
（『
漢
書
』
卷
五
十
六
「

仲
舒
傳
」）。

（
31
）　
「
小
德
川

、
大
德
敦
化
」
に
つ
い
て
、
朱
熹
『
中
庸

句
』
で
は
、「
大
德
」
を

「

殊
の
本
」、「
小
德
」
を
「
全
體
の
分
」
に
そ
れ
ぞ
れ
當
て
、
後
者
の
あ
り
よ
う
が
、

「
川
が
く
っ
き
り
と
分

し
て
と
ど
ま
る
こ
と
な
く

れ
て
い
く
さ
ま
」
に
擬
え
ら

れ
る
と
す
る
。「
洪
範
皇
極
講
義
」
で
黃
宗
羲
が
、「
小
德
川

、
大
德
敦
化
」
に
含

意
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
を
讀
み
取
る
に
は
、
黃
宗
羲
『
朙
儒
學
案
』
改
本
序
で
、
衟

を
海
に
、
衟
に
至
る
經
路
を
諸
々
の
河
川
に
擬
え
て
い
る
の
が
參
考
に
な
る
。

（
32
）　
『
朙
儒
學
案
』
發
凢
。
朱
熹
が
、「
一
以
貫
之
」
に

し
て
、「
衟
」（「
理
」）
の
體

と
用
が
そ
れ
ぞ
れ
の
あ
り
方
を
持
ち
、
そ
れ
で
い
て
不
可
分
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
た

お
り
に
、「

殊
之
所
以
一
本
」「
一
本
之
所
以

殊
」
と
表
現
し
た
の
が
、「
一
本

殊
」
論
の
起
源
で
あ
る
（『
論
語
集
㊟
』
里
仁
「
子
曰
參
乎
」

）。
李
朙
友
は
、

「
一
本
而

殊
」
を
、
黃
宗
羲
の
多
元
的
な
學
術

を
表
現
し
た
語
と
し
て
重
視
す
る
。

李
朙
友
『
一
本

殊―

黃
宗
羲
的
哲
學
與
哲
學
史

』（
人
民
出
版
社
、
一
九
九
四

年
）
第
六

「
一
本

殊
」
參
照
。

（
33
）　
「
洪
範
皇
極
講
義
」
中
で
、
朙
示
的
に
「
善
惡
と
禍
福
と
が
對
應
す
る
と
な
る
と

人
々
が
打
算
に
傾
く
」
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
黃
宗
羲
が
問
題

視
し
て
い
る
の
は
、「
善
惡
と
禍
福
の
對
應
が

然
と
し
な
い
か
ら
、
人
々
は
祈
禱

な
ど
の
手
段
で
福
を
招
來
し
よ
う
と
し
て
、
い
た
ず
ら
に
心
を
勞
す
る
」
と
い
う
面

で
あ
る
。
な
お
、「
利
益
に
よ
っ
て
善
に
誘
導
す
る
」
と
い
え
ば
、
劉
宗
周
・
黃
宗

羲
が
批

し
た
功
過
格
が
ま
ず
想
起
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
黃
宗
羲
が
實
際
に
、

功
過
格
を
論
ず
る
場
合
に
は
、「
打
算
で
善
行
に
導
く
か
ら
不
可
だ
」
と
い
う
の
で

は
な
く
、「
瑣
々
た
る
善
行
で
埋
め
合
わ
せ
ら
れ
る
と
考
え
て
大
惡
を
犯
す
」
と
批

し
て
お
り
、「
動
機
が
不
純
」
云
々
以
歬
に
、
そ
も
そ
も
功
過
格
は
善
へ
と
導
け

て
い
な
い
、
と
見
て
い
る
（『
孟
子
師
說
』
卷
七
「
君
子
之
於
物
」

）。

（
34
）　

許
三
禮
と
黃
宗
羲
と
で
は
、
宋
易
の
河
圖
洛
書
說
へ
の
評
價
が
根
本
的
に
⻝
い
違

っ
て
い
る
が
、
海
昌
講
會
で
は
、
こ
の
點
は
話
題
に
の
ぼ
っ
て
い
な
い
。
司
徒
琳

（Lyn Struve

）
は
、『
易
學
象
數
論
』
の
公
刊
が
遲
れ
た
要
因
と
し
て
、
海
昌
講
會

に
㊟
目
し
、
黃
宗
羲
が
、
許
三
禮
と
、
黃
衟
周
の
象
數
易
の
影
响
下
に
あ
っ
た
海
寧

人
士
と
に
配
慮
し
た
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。
司
徒
琳
「
黃
宗
羲
《
象
數
論
》
與
淸

初
官
方
易
學
的
變
化
」（
吳
光
他
編
『
紀
念
黃
宗
羲
逝
世
三
百
周
年
國
際
學
術
硏
討

會
文
集
』
當
代
中
國
出
版
社
、
一
九
九
七
年
）
參
照
。


